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取扱説明書 

お買い上げいたださありがとラございまず。 

个盤化 I 電気製品は安全のためのを意事項を守らない 
'•一口 I と、火災や人身事故になることびあります。 

この取披説明書には、事故を防ぐための重要な;主意事項と製 
品の取り振いかたをおしています。 

この取扱説明書をよくお読みのラえ、 製品を安全にお使いく 
ださい。お読みになったあとは、いつでも見られるところに 
必ず保管してください。 


準備 
録音する 
さまざまな録音 
再生ずる/消まずる 
編集する 

機能を活用するーメニュー 
パソコンを活巧する 

困つたとをは 

その他 

索引 
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まをのために 


ま故を防ぐためになのことを必ずお守り<ださい。 

• 安全のための注意事項を守る 
•故障した5使わない 

.万一異常が起きた5、お買い上げ店またはソ ニーサービス 窓□に修理を依頼する 


警告表示の意ほ 

この取掘説明書では、次のよラな表おをしています。表示の内容 
をよく理辭してから本文をお読みください。 

I 么危険 I 

この表示の注意事項を守らないと、火災-感電-破裂などにより 
死こや大けびなど人身事故び生じます。 

この表示の注意事項を守らないと、火災-感電などにより死 t や 
大けびなど人身事故の原因となります。 

[A ぷ忌 1 

この表示の注意事項を守らないと、感電やその他のま故によりけ 
びをしたり周辺の家財に損害を与えたりすることびあります。 


この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 ( VCCI ) の基準に基づくクラス B 情報技術装置 
です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますび、この装置びラジオやテレビジョ 
ン受信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こすことびあります。取扱説明書に従って正 
しい取り扱いをしてください。 


ま意を促ず記号 

心 

A 

か災 

感電 

行為を禁止する記号 

0 


禁止 

分解禁止 

磯） 


めれ手禁止 

おお禁止 
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録音の途中で分割して2つの用件として 
録音する 

一分割新規録音 . 29 

が部マイクをつないで録音する . 30 

他の機器の音声を録音する . 31 

電話機や携帯電話の音声を録音する 
には . 32 


再生ずる/消去ずる 

再生する . 33 

かさな音も聞さやすい大ささで再生 
する 

ー デジタルボイスアップ機能 .......... 35 

再生速度を調節する 
—DPC (デジタル-ピッチ- 


コント□—ル機能） . 35 

必要な部分だけを再生する 

一 A-BU ピート . 36 

ブック マークを 設定する . 36 

希望の時刻に再生を始める 

ー アラーム 再生 . 37 

消去する . 39 

1件ずつ消去する . 39 

フオルダの中身を一度に 

消去する . 39 


目巧 

安全のために . 

. 

公注意 . 

箱の中身を確認しよラ 
口部のなまス . 


準備 

準備1:電源を準備する . 

電池を交換/充電する時期 ........ 

準備2:時計ををわせる . 

準備3 :用途に合わせた録音設定を 
する . 


録音ずる 

用件を録音する 


さまざまな録音 

マニュアル録音 . 

音びしたとさ自動録音する 

— VuR 咏日こ . 

録音済みの用件に追加録音する ..... 
録音済みの用件の途中から上書さ 
録日ろの . 


5 6 8 0 
111 2 


の 


5 6 7 8 
2 2 2 2 
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編集ずる 

用件をみたつに分ける 

-用件分割 . 40 

用件を別のフォルダに移動する . 41 

用件に重要順位をつける 

一重要マーク . 41 


機能を活用ずるーメニュー 

；><ニューの使いかた . 42 

メニュ——覧 . 43 


パソコンを活用ずる 

付属の Digital Vo に e Editor を使う . 49 

Digital Vo に e Editor で 

でさること . 49 

必要なシステム構成 . 50 

Digital Vo に e Editor をインストール 

する . 51 

本機财 ':ソコンに接続する . 54 

ヘルプを見る . 55 

MP 3 ファイルを本機で再生する . 55 

Digital Voice Editor を使ってコピー 

して再生する . 55 

Windows の Explorer を使ってコピー 

して再生する . 56 

フォ J レダとフアイ J レの構成 . 57 

USB マスストレージとして利用する 
ー データストレージ機能 . 58 


困つたとをは 

故障かな？と思ったら . 59 

こんなときは(本機) . 59 

こんなときは(付属の Digital Vo に e 

Editor ;. 63 

エラー表示一覧(本機） . 65 

システム上の制約 . 67 


その他 

本機の音芦を他の機器で録音する .......... 68 

USB AC アダプター（別売)につないで 

使う . 69 

使用上のごミ主意 . 70 

保証書とアフターサービス . 71 

主な仕様 . 72 

索引 . 74 
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A 警告 


底 A 

乂災 感電 


下記のま意事項を巧6ないと义災-感電に 
より巧 t や大けびの原因となりまず。 


運乾中は使用しない 

• 自動車、オートバイなどの運転をしなびらイヤーレシーバーなどを使用し 
たり、細かい操作をしたり、表ち画面を見ることは絶対におやめください。 
交通事故の原因となります。 

• また、歩さながら使巧するときを、事故を防ぐため、周囲の交通や路面状況 
に充分ごを意 < ださい。 



内部に水や異物を落とさない 

水や異物び入ると火がや感電の原因とな0ます。万一、水や異物び入ったと 
きは、すぐに電池を抜き、お買い上げ店またはソニーヴービス窓□にご相談 
<ださい。 



湿気やほこり、 ミ 由煙、湯気のをい場所や、直射日光のあたる場前こは置 
かなし、 

火がや感電の原因となることびあります。とくに風呂場では絶対に使用し 
ないで < ださし、。 


雷が鳴りだした5、電源プラグに軸れない 

感電の原因とな0ます。 



接触禁止 
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I A ク ±±| 下記のま意事項を守 6 ないとけびをしたり周辺の家財に 

1/へ江思 I 損害を与えたりずることびあります。 


内部を開けない 

感電の原因となることびあります。内部の点検や修理はお買い上げ店また 
はソニーサービス窓□にご相談ください。 

分が禁止 


$ 

大音量で長時間つづけて聞さずざない 

耳を刺激するよラな大さな音量で長時間つづけて間くと、聴力に悪い影響を 
与えることびあります。とくにイヤーレシーバーで聞くとさにごを意くだ 
さい。呼びかけられて返事びできるくらいの音量で聞きましょラ。 

Q 

禁止 

讀 

1 

はじめからボリュームを上げずぎない 

突然大きな音びでて耳を痛めることがあります。 


Q 

禁止 



•本製品の不具合により、録音びでさなかった場合、および録音内容び破損または消去された 
場合、録音内容の補償についてはご容赦ください。 

•本製品を使用したことによって生じた金銭上の損害、逸失利なおよび第三者からのいかな 
る言青ホにつをましてち、当社は一切その責任を負いかねます。 

•緑り直しのをかない録音の場合は、必ず事前にためし歸りをしてください。 

•お客様び録音したものは個人として楽しむなどのほかは、善作権法上、権利者に無断で使用 
でさません。 


バックアップのおずずめ 

万一の誤消去や、にレコーダーの故障などによるデータの消滅や破損にそなえ、大切な錄 
音内容は、必ず予備として、コンピューターなどに保存してください。 
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電池についての哀を上のご 
ミ主意_ 

液漏れ•破裂■発熱•発火-誤飲による大け 
びや失明を避けるため、政下の注意事項を必 
ずお守り < ださい。 


A 

電池の種類については、電池本体上の表示を 
ご確認ください。種類によっては該当しな 
いま意ま項ちあ0ます。 


充電式電池 

二カド ( Ni - Cd ) 
ニッケル水素 ( Ni - MH ) 
リチウムイオン （ Li - ion ) 


乾電池 

アルカ U 、 マンガン 


ポタン型電池 
U チウムなど 

V_ 


I A 会 I 巧電式電池、を電池、ボタンお 
i / ru 己映 I 電おが巧漏れしたとき 

• 充電式電池、乾電池の液び漏れたとさは素手で 
液をさわ5ない。 

. 液び本体内部に残ることびあるため、お客様ご 
相談センターまたはソニーサービス窓□に相 
談する。 

• 液び目に入ったときは、失明の原因になること 
びあるため、目をこすらず、すぐに水道水など 
のをれいな水で充分洗い、ただちに医師に相談 
する。 


• 液が身体やあ服についたときは、やけどやけが 
の原因になるため、ずぐにされいな水で洗い流 
し、皮属にが症やけがの症状びあるときには医 
師に相談する。 


IA 危険 I 巧電式•础口ぃて 

• 機器の表示に合わせて+と一を正し<入れる。 

• 取扱説明書に記載された充電方法な外で充電 
しなし1。 

• バッテ1」ーキヤ IJ ングケースび付属されてい 
る場合は、必ずキヤ U ングケースに入れて携 
帯、保管する。 

• 火の中に入れない。 

• ショートさせたり、分解、加熱しない。 

• コイン、キー、ネックレスなどの金属類と一緒 
に携帯、保管しない。 

• 火のそばや直射曰光のあたるところ、炎天下の 
車中など、高温の場所で使用、保管、放置しな 
い。 

-水などで濡らさない。風呂場などの湿気の多 
いところで使わない。 

-外装のビニールチュープをはびしたり、傷つけ 
なし、。 

• 指定された種類の充電式電池な外は使用しな 
い。 

• 長時間使用しないときや、長時間 USB AC アダ 
プターで使用するときは取りはずす。 

• 液漏れした電池は使わない。 

• 種類の違ラ電池を混ぜて使わない。 
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曰本国巧での巧電式電池の廃棄に 
ついて 


ニッケル水素巧電池は、 IJ サイ 
を么 クルでをます。不要になった 
Vj ^ ニッケ^ レ 水素充電池は、金属部 

Ni-MH にセ□八ンテープなどの絶縁 
m mn テ-プを p わて充電式電池リ 
サイクル協力店へお持ちください。 

充電式電地の回収-1」サイクルおよび I 」 
サイクル協力店については有限責任中間 
法人」 BRC ホームページ http :// wwwjb に 
net / hp / contents / index.html を参照して 
<ださい。 


へ聲化 I 巧電お、ボタン型電池につい 

• かさい電池は飲み込む恐れびあるので、乳幼児 
の手の届かないところにな管する。電池を飲 

み込んだときは、窒息や胃などへの障害の原因 
になるので、ただちに医師に相談してくださ 
い。 

• 機器の表示に合わせて+と一を正しく入れる。 
• 充電しない 0 
• 火の中に入れない。 

• シヨー トさせたり、分解したり、加熱したりし 
なし、 

• コイン、キー、ネックレスなどの金属類と一緒 
に携帯、な管しない。 

•使い切った電池は取りはずす。長時間使用し 
ないとさや、 USB AC アダプターで使用ずると 
さち取りはずす。 
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• 新しい電池と使用した電池、種類の異なる電池 
を混だて使わない。 

• 液漏れした電池は使わない。 

I へ产章 I 巧電池、ボタン型電おについ 

• 火のそばや直射曰光の当たるところ、炎天下の 
車中など、高温の場所で使用、保管、放置しな 
い。 

• 水などで濡らさない。風呂場などの湿気の多 
いところで使わない。 

• 外装のビニールチューブをはびしたり、傷つけ 
なし)。 

• 指定された種類の電池政外は使用しない。 

使用済み充電式電池は貴重な資源です。端子(金 
属部分)にテープを貼るなどの処理をして、充電 
式電池 U サイクル協力店にご持参ください。 



箱の中身を巧認しよラ 


本体 (1) 



ソニー単4お巧電式ニッケル水素電池 (2) 


ステレオ イヤーレシーバー （1) 



パソコン用アプリケーシヨンソフト 

Diaital Voice Editor に D - R 0 M )(1) 



USB ケ—ブル （1) 



スタンド （1) 



キヤ U ング ポーチ （1) 

充電式電池用キヤリングケース （1) 
取扱説明書 (1) 

保証書 (1) 

ソニーご相談窓□のご案内 （1) 
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る部のなまえ 

本体(表面） 



田へッドホンジャック*(24、34、68ページ） 
回内蔵マイク（ステレオ/指向性）（22、2弓 
ぺージ） 

回緑/再ランプ(22、25、27、28、33ぺ一 
ジ） 

国表お窓り2、13ぺージ） 

固分割//(ブックマーク）ボタン(29、33、 
36ぺージ） 

固亡!(フォルダ）/メニューボタン 
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团参（録音/一時停止)ボタン(22、25、26、 
27、28ページ） 

圓 ■ (停止)ボタン(22、25、27、28、33、 
37、39、41、42ページ） 

图(早送り）ボタン (34 ぺージ） 

画(再生/停止、決定)ボタン 
回 M ィ（早戻し）ボタン G 4 ページ） 

画 VOU 音量) +/- ボタン(24、33ぺージ） 
圆 Ci ： (リピート） A - B / 重要ボタン (3 目、 

41ページ） 

回消去ボタン (3 弓ページ） 

画ストラップ取り付け部 

(ストラップは付属していません。） 


* 付属または別売のステレオイヤーレシーバー 
をヘッドホンジャックに差しぶみます。雑音 
び入るとさはイヤーレシーバーのプラグをさ 
れいに拭いてください。 





































本体(裏面) 



画 スピーカー 
回ホールドスイッチ* 

画ボイスアップ入/切スイッチ (35 ペー 
ジ） 

画 DPC 入/切スイッチ (35 ページ） 

國指向性入/切スイッチ(22、24ページ) 
國\、(マイク）ジャック（30、31ぺージ） 

國 <ご (USB) 端子(15、54、目9ぺージ） 

國電池ぶた （15 ページ） 


* 矢印の方向にずらすと、すべてのボタンが操作 
でさなくな0ます。停止中は r パワーセーブ」 
を表示して、表示窓の表示びすべて消え電池の 
消耗をかなくすることびできます。 


画 

ホールド 
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表示窓 


停止/再生時 

の图图 


固 


む; 

凍習 / ヒ 7 ノ協奏曲 / 1 


-12h34m56sl » 

006 

‘ ★★★K 卜 9h00m 卜 

1/ 〇 28|| ィ NfiBAil 


田動作モード表示 

本機の動作状態に応じて下記のよラに表 
示されます。 

■3: 再生中 
■ I 圓：停止中 

raca ： 早戻し/早をり再生中 
caca 連続用件戻し/をり 
图フオルダ表示 (56 ページ） 

图経過時間、残り時間、録音日時表示 
团フオルダ名、用件名、アーティスト名表示 
固電池残量、充電表示 

乾電池使用時は電池残量び表示されます。 
充電中はアニメーション表示になります。 
固位置情報表示 

選んだ用件番号/フォルダ内の総用件数 
び表示されまず。 
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团重要マーク 

用件に設定してある重要マークび表おさ 
れます。 

圓プックマーク表示 

用件にブックマークび i 受定されていると 
表术されます。 

图アラーム表示 

用件にアラームび設定されているとを表 
おされまず。 

圆 EFFECT 表示 

メニュー 「 EFFECT 」 の設定び表示されま 
す。 

BA 1 :な音強調モード1 
BA 2 :な音強調モード2 
回録音モード表お 

停止中は六ニューで設定されている録音 
モードび、再生中はその用件の録音モー 
ドび表示されます。 

STHQ :ステレオ高音質モード 
ST : ステレオ標準モード 
STLP :ステレオ長時間モード 
SP :モノラル標準モード 
LP :モノラル長時間モード 
MP 3 : MP 3 モード(再生時のみ） 
















画マイク感度表示 

選択している録音時のマイクの感度び表 
示されます。 

ぶ：会議録音モード 
♦•L : □述録音モード 
MAN :マニュアル設定モード 
圃録音可能時間表お 


録音時 


画 


回動作 モー ド表示 

本機の動作状態に応じて下記のよラに表 
おされます。 

囚^3:録音中 

^^3 -録音スタンバイ/録音一時停止中 
田33: vor 録音中 
□1 M2 - VOR 録音一時停止中 
画録音レベル六ーター 
画マイク感度表お 

オート (AGC) 録音時、録音マイクの感度び 
表术されます。 

ぶ：会議録音モード 
□述録音モード 

マニュアル録音時は録音レベルび表おさ 
れます。 





個 


口 

-■ 

■00 

—0 - 

巧 

口 

■ 

4 

> 1 

の 

-20- 

-40- 


画 


阻画励画融 
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回録音経過時間表术 
圃 アラーム 表示 
耐 録音モード表示 

メニューで設定されている録音モードび 
表示されます。 

( STHQ 、 ST 、 STLP 、 SP 、 LP ) 

國 US ッター表示 (47 ページ） 

メニュー 「 LIMITER 」 の設定び表示されま 
す。才ート ( AGO 録音時は r —」び表 
示されます。 

國録音可能時間 
國電池残量、充電表示 
國 LCF 表示 (44 ページ） 

メニュー n_CF (LOW CUT )」 の設定び表 
示されます。 
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準備 1; 電源を準備する 

お手持ちのパソコンで、付属のアプ I 」ケー 
シヨンソフ ト Digital Voice Editor を使う場 
をは、下記の手順 3 の前にインスI-ールして 
おくことをおすすめします(引ページ)。 

1 電池ぶたを矢印の方向へず6して開 
ける。 



2 巧電式電池(付属)を2本入れ、ふた 
を閉める。 



3 本機の-^ ( USB ) 端子と、電源の準備 
びされたバソコンを接続し、巧電式 
電池(付属)を巧電ずる。 



充電中は、「接続中」と電池マークびアニ 
木 ーシヨン表おされます。 


電池残量表示び r 田虹」になったら充電完 
了です。(充電時間：約 4 時間つ 

はじめてお使いになる場合や、しばらく 
お使いにならなかった場合は、なるべく 
電池残量表示び r 晒田」になるまで連続し 
てな電することをお勧めします。 

電池表示び消むしていたら充電びでさて 
いません。手順1からやり直してください。 
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* 室温で電池残量び無い状態から電池を充 
電したとさの目安です。電池の残量や電池 
の状態などにより、前ページの充電時間と 
異なる場合びあります。また、充電池の温 
度びおい場合や、データを本機に転送中な 
ども充電時間は長くなります。 

巧電済みの巧電池、または別売の単4お 
アルカリ電池を使ラとをは 

手順1 一2にしたびって準備します。 

をヒント 

USB AC アダプターを使って家庭用電源につな 
いでを(目弓ページ)、充電できます。 

B ご注意 

• 電池残量、充電表示部び W * ITi ] または ITO 1 
と表示されている場合は充電ができません。 
周囲温度び5で〜35での環境で充電を行って 
ください。 

• ニューで r 詳細方ニュー」の rus 目充電」び 
roFF 」 になっているとパソコンから充電する 
ことはできません。設定を roN 」 にしてくださ 
い (48 ぺージ)。 

• 本機にはマンガン電池はお使いになれません。 

お買い上げのあと、初めて電池を入れたとを 
や、電池を抜いたまま長時間お使いにならな 
かった後に電池を入れたときには、年表示び 
点滅します。「準備2:時計を合わせる」 （1 8 
ページ)の手順4をご覧になり、時計を合わせ 
て < ださい。 
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電池を交換/巧電ずる時期 

電池の鶏量びな < なってくると、表示窓の表 
示でお知らせします。 

電池の残量表示 

:均：：電池の交撰/充電時期び近づいていま 
す。 

♦ 

:错：：「電池残量びありません」び表示され、 
操作びでをなくなりまず。 


巧電池-乾電池の持続時間 

充電池の持続時間 >1(ソニー充電式ニッケル水 
素電池 NH - AAA を連続 使用 時） 



STHQ 

ST 

STLP 


モード *2 

モード*3 

モード*4 

歸音時 

約 13 時間 

約 14 時間 

約 16 時間 


3 日分 

3 日分 

30 分 

スピーカー 

約 16 時間 

約 17 時間 

約 17 時間 

再生時り 

3 日分 


30 分 

へッ ドホン 

約22時間 

約 23 時間 

約 24 時間 

再生時 



30 分 



SP 

LP 

MP3 


モード パ 

モ—ド*6 

(128 kbps/ 
44.1kHz) 

録音時 

約 17 時間 

約 19 時間 

- 

スピーカー 

約 19 時間 

約 19 時間 

約 17 時間 

再生時り 


30 分 

3 日分 

へッ ドホン 

約 27 時間 

約 28 時間 

約 24 時間 

再生時 

30 分 

30 分 













乾電池の持続時間 =*^1 (ソニーアルカ1」乾電池 
LR 03 ( SG ) を連続使用時） 



STHQ 

ST 

STLP 


モー ド*2 

モー ドり 

モー ド* 4 

録音時 

約13時間 

約14時間 

約16時間 


30分 

3日分 

30分 

スピーカー 

約化時間 

約17時間 

約17時間 

再生時# 7 

3日分 


30分 

へッ ドホン 

約22時間 

約23時間 

約24時間 

再生時 



30分 



SP 

LP 

MP3 


モー ド* 5 

モー ド* 6 

り 28 kbps/ 
44.1kHz) 

録音時 

約17時間 

約19時間 

- 

スピーカー 

約19時間 

約19時間 

約17時間 

再生時 


30分 

3日分 

へッ ドホン 

約27時間 

約28時間 

約24時間 

再生時 

30分 

30分 



電池持続時間は使用条件によって短くなる場合 
びお0ます。 

STHQ モード：ステレオ高音質モード 

ST モード：ステレオ標準モード 

STLP モード：ステレオ長時間モード 

SP モード：モノラル標準モード 

LP モード：モノラル長時間モード 

音量レベルを VOU 2に設定し、内蔵スピーカーで 

再生した場合。 


アクセス中のごま意 

画面上に r データベース更新中. . .」表おび出 
ている間や、本体上部の録/再ランプびオレ 
ンジに点滅している間は、メモ U —へアクセ P 

ス中です。アクセス中は、電池をはずしたり、 ™ 
us 巨 AC アダプター（別売)を抜いたりしな 
いで<ださい。データび破損するおそれびあ 
ります。 


a ごま意 

用件数び多いと、 r データベース更新中...」表示 
び長時間表示されることびありますび、故障では 
ありません。表示び消えるまでお待ちください。 
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準備 2; B き計を合わせる 



アラーム機能を使巧したり、録音した曰時を 
記録するためには、本機の時計合わせをして 
おく必要びありまず。 

お買い上げのあと、初めて電池を入れたとを 
や、電池を抜いたまま長時間お使いにならな 
かったあとに電池を入れたとさは、「時計を設 
定してください」び表おされた後、年表おび点 
滅します。手順4から始めて<ださい。 
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メニュ ー画面で「時計設定 J を選ぶ。 

の 亡]/ メニューボタンを長押しする。 


[ j 幸■細にュ- |> *1 

阿ク感度 T 尝議 ' hJ 

ニュー画面び表示されます。 

@ M ィまたは w ボタンを押して、「詳細 
メニュー」を選び、►■ボタンを押し 
て決定する。 

③ I ◄ィまたは w ボタンを押して、「時計 
設定」を選び、►■ボタンを巧してま 
定する。 

または w ボタンを押して、 r 自 
動 J または r 手動 J を選び、►■ボタ 
ンを押して決定ずる。 


時 et 攻 /E 

恒動 i 

圓ミお1誦 

手動 


「自動」を選んだ場合：本機を〕ンピュー 
夕一につな いで付属のアプ 1」 ケーシヨ ン 
ソフト Digital Voice Editor を起動すると、 
コンピューターの時計に自動的に合わせ 
ます。 

「手動」を選んだ場合は次の手順に進んで 
<ださい。 
































3 w ◄または w ボタンを巧して、 
「07 y 1 m 1 d 」 を選び、►■ボタンを 
押してミ夫定ずる。 



4 年月日と時分を合わせる。 

W または w ボタンを押して、年、月、日、 
時、分の順で数字を選び、►-■ボタンを 
押して決定する。 



「実行中...」の表示び出て、時計合わせび 
終わります。 

5 通常画面に戻ずには■ボタンを押 
ず。 

n ごま意 

それぞれの手順の間を1分な上あけると、時 
計合わせびキャンセルされ、通常の表示に戻 
0ます。 
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準備 3 :用透に合わせた 
録音設定をずる 

会議録音の場合 

• 「マイク感凰を r 会議语に設定する (44 
ぺージ)。 

• 特定方向の発言者の声を録音する場合は、 

本機の指向性スイッチを「入」に設定する 
(24 ページ)。 

• プ□ジエクターなどのノイズを低減するに 
は n_CF ( LOW 〔 UT ) (日ーカットフィル 
夕)」を rON 」 に設定する (44 ぺージ)。 

• 本機を付属のスタンドに置いて録音すると、 
テーブルなどからの摩擦音を低減し、指向 
性のはっ去りした聴きやすい録音になりま 
す。 
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楽器録音の場合 

• 録音モードをマニュアル録音に設定 (2 弓 
ページ)すると、大さな音は大去く、ルさな 
音はルさく、抑揚のある録音びできます。 

•「 LIMITER 」 を rON 」 に設定すると突発的に 
大去な音の入力びあった場合に音歪みを防 
ぎまず (47 ページ)。 

• 本機を付属のスタンドを使って=脚(別売） 
に取り付けると、本機や内蔵マイクの角度 
をより正確に調節でさます。 



兰脚は付属していません。 



口述録音(音声認識)の場合 

• 「マイク感凰をに!述々」に設定ずる (44 
ぺージ’)。 

. 本体の指向性スイッチを「入」に設定する 
(24 ぺージ’)。 

• 別売の音声認識ソフトウてアで音声を文字 
に変換(テキスト変換)する場合は「録音 
モード」を STHQ、ST、STLP または SP モー 
ドに設定する (44 ページ)。 


H ごま意 

• にレコーダーに巧応している音声認識ソフト 
ウェアについては、にレコーダー■カスタマー 
ヴポートページをご覧ください。 

http://www.sony.co.jp/ic-rec-support 

• にレコーダーで録音した音声をテキストに蜜 
換ずる前に、話し手の発音や話しかたの < せを 
学習させる必要びあります。これを r トレーニ 
ング」と呼んでいます。 r トレーニング」の方法 
は音声認識ソフトウェアのヘルプをご覧くだ 
さし、。 

• 認識精度を高めるため、マイクび常に□から2 
〜3センチの位置になるよラににレコーダー 
をお持ちください。 

• 息の音び録音されないよラに、□の正面ではな 
く、やや横になるよラに本体をお持ちください。 
• 認識精度を確なするため、なるべく静かな場所 
を選んで録音してくださし、。 

• 会議録音などで複数の人の声を録音した場合、 
音声認識することはできません。 

•音声認識でさるのは、にレコーダーまたはパ 
ソコンになをされている下記の用件(ファイ 
ル)のみです。 

- STHQ、ST、STLP または SP モードで録音し 
た巧件 (DVF ファイル） 

-パソコンに保巧されている 44.1/16/11 kHz 
16bit WAV ファイル 
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録音する 


用件を録音する 




ここではオート ( AGC *) 録音の説明をします。 
工場出荷時の設定はオート ( AGO 録割こ 
なつています。 

* Auto Gain Control 

1フォルダを遇ぶ。 

©亡!/ メニューボタンを押してフオル 
ダ選択画面を表おする。 

③ W またはボタンを押して録音し 
たいフオルダを選び、■ボタンを押 


して決定する。 

2録音を始める。 

©停止中に ♦ (録音)ボタンを押す。 
緑/再ランプび赤 < 点灯し、表示窓び 
録音時表おり3ページ)に切り換わりま 
す。 

• (録音)ボタンは、録音中ずっと押し 
続ける必要はありません。 

新しい用件は自動的に一番最後に録音 
されます。 
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⑤内蔵マイクに向かって話す。 


3録音を止めるには■(停止)ボタンを 
押ず。 

今録音した用件のはじめで停止します。 



• お買い上げ時には 5 個のフォルダび作られてい 
ます。ひとつのフォルダには最高 9 弓弓の用件 
び録音できます。 

• Digital Voice Editor を使うと、新しいフォル 
ダを作ったり、フォルダを消去することびでき 
ます (49 ページ)。 

〇ごま意 

• 録/再ランプび赤またはオレンジに点な-点 
滅中は電池をはずした0、 US 目 AC アダプター 
を抜いたりしないで<ださい。データび破損 
するおそれびあります。 

• 録音中、本機に手などびあたったり、こすった 
りすると雑音び録音されてしまラことびあり 
ます。ご注意ください。 

• 録音を始める前に必ず電池残量表示 （1 目ペー 
ジ)を確認してください。 

• 長時間録音途中の電池交換を避けたいとさは、 
別売の USB AC アダプターをお使い< ださい 
(69 ページ)。 

• 録音モードを混在して録音した場合、最大録音 
時間は任意に変化します。 


その他の操作 


録音を一時停 
止ずる* 

• (録音)ボタンを巧す。 

録音一時停止中は録/再ランプびホ 
く点滅し、 rwi」 (録音一時停止)表示 
び点滅します。 

録音一時停止 
を解除ずる 

ちラー度 ♦ (録音)ボタンを巧す。 

先ほど録音していた用件に続けて録 
音することびでさます。(録音一時停 
止後、録音を続けず、停止するとを 
は、 ■ (停止)ボタンを巧します。） 

今録音したば 
かりの用件を 
聞ぐ* 

►-■ボタンを巧ず。 

録音び解除され今録音した巧件のは 
じめから間 < ことびでさます。 

早戻し 
(レビュ ー) 再 
生する ft 

録音中または録音一時停止中に W 
ボタンを長巧しする。 

録音び解除され今録音したところび 
早戻し（レビュー)再生されます。 

M ィボタンを離ずと、離したところ 
から再生び姑まります。続けて上書 
を録音 (28 ぺージ)をしたいとをなど 
に便利です。 


‘録音を一時停止して約1時間たつと、録音一時停 
止は阐除され、録音停止になります。 

** マニュアル録音時は操作でをません。 


録音する 
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録音モードを選ぶ 

メニュー「録音モード」で、用途に応じた録音 
モードに設定します。 

STHQ :ステレオ高音質モード、ステレオ音 
声で高音質な録音びでをます。 

ST ： ステレオ標準モード、ステレオ音声 

で録音びでさます。 

STLP :ステレオ長時間モード、ステレオ音 
声で長時間の録音びでをます。 

SP : モノラル標準モード 

LP : モノラル長時間モード、音質を重視 

しない簡易な録音、><モ録音は LP 
モードで長時間お使いになれます。 

より良い音質で録音したいとさは 、 STHQ 
モードまたは ST モードをお使い < ださい。 

録音中の音をモニターずるには 

イヤーレシーバーをへッドホンジャックにつ 
ないで、 モニター します。 

イヤーレシーバーからの 音量 (モニター 音量） 
は、 VOL 十または VOL - ボタンを巧して調節 
します。録音される音量に影響はありません。 


録音可能時間について 

最大録音時間は、全フォルダ合わせて表のと 
お0です。 


ICD - SX 67 


STHQ モード 

ST モード 

STLP モード 

8時間3日分 

22時間日0分 

44時間日日分 


SP モード 

LP モード 


目弓時間40分 

18日時間日5分 


に D - SX 77 

STHQ モード 

ST モード 

STLP モード 

17時間25分 

46時間5分 

88時間が分 


SP モード 

LP モード 

140時間お分 

374時間日日分 


マイクの指向性を切り換える 

指向性入/切スイッチを「入」にすると、マイ 
クをむけた方向の音を中むに録音でをます。 
講演や会議での発表者など、特定の方向の音 
を録音する場合に便利です。 

このとき、ステレオ録音モード ( STHQ 、 ST 、 
STLP ) び選ばれている場合でも、モノラル録 
音となります。 

外•部マイクを接続しているときは、指向性 
入/切スイッチは働をません。 
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さまざまな録音 


マニュアル録音 



1マニュアル録音モードにずる。 

メニューの r 歸音レベル」で M ィまたは 
►►1ボタンを押して、「マニュアル」を選び、 
►■ボタンを巧してま定します。 

2フオルダを選ぶ。 

©亡]/ メニューボタンを押してフオル 
ダ選択画面を表おする。 

③ W または w ボタンを押して録音し 
たいフオルダを選び、■ボタンを押 
して決定ずる。 


♦ (録音)ボタンを長巧しずる。 

録音スタンバイ状態になります。マイク 
の音び入ると、表示窓の録音レベル;< 一 
ターび動さます。 

音源の状態に合わせて、録音レベル 
を調整ずる。 

録音する音源の最大レベルび録音レベル 
表示で-1 2 dB 付近になるよラに調節して 
録音をします。 

「 OVER 」 表示び出たとさは音び歪みます 
ので、 「 OVER 」 び表示されないレベルまで 
W ボタンを押して録音レベルを下げて 
<ださい。 


OVE 祿示 
録音レベル表示 


W またはボタンを押し続けると連 
続して変えることびでをます。レベル 
メーターの下に数字でも表示されます。 


0 : 00:00 

-9h00m 

I5f?TT*1 ca 

nr^ifga 


[Si~ 


さまざまな録音 


D 圓 --------R 

ft $ ^ 着揣 

D 画 |||=|||||||||||||||| し 
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5 録音状態に合わせた設定をずる。 

メニユー項目で、必要に応じて「に F 
(LOW CUT)」 や 「LIMITER」 などの録音に 
関係ある設定をします (43 〜48ページ)。 

6録音を始める。 

©• (録音)ボタンを押す。 

録/再ランプびホく点なし、 rREC」 び 
表术されます。 

•ボタンは、録音中ずっと押し続ける 
必要はありません。 

③内蔵マイクに向かって話ず。 

7 録音を止めるには■(停止)ボタンを 
押ず。 
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音がしたとを自動録音す 
る一 VOR 録音 



オート (AGO 録音のと去、メニューで VOR 
(Voice Operated Recording、 自動音声録音 
スタート)機能を設定できます (44 ページ)。 

1 メ ニュー 画面の rvoRj で！ ◄◄または 
► W ボタンを押して、 roN 」 を選び、 
►-■ボタンを巧して決定ずる。 

rvoR 」 び表おされまず。 

2 ♦(録音)ボタンを押ず。 


















マイクで拾ラ音び一定レベルし: TF までかさく 
なると、 rvoR 」 と「参…（歸音一時停止)び点 
滅して、 VOR 録音び一時停止状態になります。 
V 日 R 録音一時停止状態のと去に、マイクび一 
定レベル政上の大ささの音を拾ラと、 VOR 録 
音び再開されます。 

VOR 録音を解除ずるには 

メニューで rvoR 」 を roFF 」 にします。 

〇ごま意 

VOR 機能は周囲の環境に左ちされます。状況に 
合わせてマイク感度を切り換えてください。マ 
イク感度を切り換えても思いどおりに録音でき 
ないときや、大切な録音をするときは、方ニュー 
で rvoR 」 を roFF 」 に設定してくださし、。 


録音巧みの用件に追加 
録音する 



；><ニューで追加録音を選んで (4 日ページ)、用 
件を再生中にその用件に追加して録音するこ 
とびでさまず。再生中の巧件の最後に再生中 
の用件の一部として追加されます。 

• MP 3 ファイルには追加録音でさません。 


さまざまな録音 
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用件3再生中 

1 用件3 1 

用件4 1 

み 


追加録音後 


1 巧件3 

1 用件4 1 


追加した内容 


1メニュー画面の r 追加/上書き J で 
W ◄または w ボタンを押して、 r 追 
力日」を選び、►■ボタンを押して ミ 夫 
定ずる。 

2再生中に•（録音)ボタンを f 甲ず。 

r 追加録音しますか？[録音]ボタンで実 
行」び表示されます。 

再生については33ぺージをご覧ください。 

3手順2の表示び表示されている間に 
♦(録音)ボタンを押ず。 

緑/再ランプびホに変わって、録音び始 
ま0ます。 

4録音を止めるには■(停止)ボタンを 
押ず。 
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録音巧みの用件の透中 
か5上書を録音する 



；><ニューで上書を歸音を選んで(45ぺージ)、 
巧件の中の指定した場所から、新しい用件を 
上書を録音でさます。ずでに録音してあった 
部分は消まされます。 

• MP3 ファイルには上書き録音でをません。 
























上書さ録音を始めたい場戸斤 


1 

し 

1 用件2 


用件3 1 用件4 


/ 

^2件目で消去 


/ 

ピ される部分 

， 

. / 


1 用件2 

用件3 

用件4 


巧件2に上書^録音された部分 


1メニュー画面の r 追加/上書き J で 
W ◄または w ボタンを巧して、「上 
書を J を選び、►-■ボタンを押して 
ミ夫定ずる。 

2再生中に • （録音)ボタンを押ず。 

「上書去録音しますか？[録音]ボタンで実 
行」び表示されます。 

再生については33ぺージをご覧ください。 

3手順 2 の表示が表示されている間に 
• (録音)ボタンを巧ず。 

緑/再ランプびホに変わって、録音び始 
ま0まず。 

4録音を止めるには■(停止)ボタンを 
押ず。 


録音の透中で分割して2 
つの用件として録音す 
る一分割新規録音 


臟 


続けて録音しなびら新しい巧件として録音す 
ることびでさます。 


巧件1 


巧件2 r 用件3 

▲ 

用件を分割 


続けて録音 
される 


さまざまな録音 
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録音中に分割/少ボタンを巧ず。 

レベル;< ーターの下に分割を示すアニ 
メーシヨンび表示されます。 

押したところから新しい用件番号びつき、 
2つの用件として録音されます。 

録音は途切れずに続けて録音されます。 


か部7イクをつないで 
録音ずる 



1 停止中にが部マイクを\(マイク） 
ジャックにつなぐ。 

画面に r 外部入力選択」び表おされます。 

2 M ◄または w ボタンを押して、 

「 M に IN 」 を選び、►■ボタンを押 
して決定ずる。 















3 外部マイクを使って録音を始める。 

内蔵マイクは自動的に切れ、外部マイク 
の音を歸音します。 

入カレベルび適正ではない場合は、本機 
のマイク感度設定や録音レベル調整を 
巧ってください。 

プラグインパワー対応のマイクを使ラと、 
マイクの電源は本機からお給されます。 

停止中むがの場合は 

手順3の前に、 r 詳細メニュー」で r 外部入力選 
お」を還び、 「M に IN」 を選びます。 

をお使いになれるマイク 

ソニー製エレクトレツトコンデンサーマイク □ 
ホン（ステレオマイク） ECM-CS1 日、 ECM- 
CZ10 (別売)などをお使いいただけます。 


他の機おの音声を録音 
する 



オーディオ 

など 


1停止中に他の機器を本機につなぐ。 

他の機器の音声出力端子(ステレオミニ 
ジャック）を別売のソニー製オーディオ 
コ-ドを 使って、 本機の\(マイク） 
ジャックにつなざまず。 

画面に「列•部人力選択」び表示されます。 


さまざまな録音 
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2 w ◄または w ボタンを押して、 
「AUDIO INJ を選び、►■ボタンを 
押してミ夫定ずる。 


3録音を始める。 

釉覇マイクは自動的に切れ、つないだ機 
器の音声を録音します。 

入カレベルび適正ではない場合は、本機 
のマイク感度設定や録音レベル調整を 
行って< ださい。 


* お使いになれる才ーディオコード(別売) 



本機側 

お続巧機器側 

RK - G 139 

ステレオ S ニプラ 

S ニプラグ(モノラ 


グ(抵抗なし） 

ル）（抵抗なし） 

RK - G 13 白 

ステレオ S ニプラ 

ステレオ S ニプラ 


グ(抵抗なし） 

グ(抵抗なし） 


停止中むがの場合は 

手順3の前に、 r 詳細メニュー」で r 外部入力選 
お」を還び 、 「AUDIO IN 」 を選びまず。 
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電話機や携帯電話の音青を録音ず 
るには 

別売の電話録音用マイク、 ECM - TL 1 を使ラと、 

電話機や携帯電話での自分と相手の声を録音 

することびでをます。 

接続方法などについて詳しくは、 ECM - TL 1 

の取披説明書をご覧 < ださい。 

H ごま意 

• 録音ずる場合には、本機と接続後、通話状態と 
録音レペルをご確認の上ご使用<ださい。 

• 呼び出し音、発信音を録音した場合、舍話びル 
さい音で録音されることびあります。そのよ 
ラな場合には、通話状態になってから本機を録 
音状態にしてください。 

• 接続ずる電話機の種類、回線の状況によって 
VOR 機能び働かないことがあります。 

• 本機を使って通話録音をした場合、万一、これ 
5の不都合により録音されなかった場合は、一 
切の責任を負いません。 






再生する/消去する 


再をずる 



へッドホンジャック 

5 

1/3ボイスアップ入/切スィッチ- 
DPC 入/切スィッチ- 



/重要ボタン 


フォルダを選ぶ。 

©亡!/ ニューボタンを押す。 

毎) M ィまたはボタンを押して、フオル 
ダを選び、►-■ボタンを押して決定す 
る。 

W またはボタンを巧して、聞さ 
たい用件番号を選ぶ。 


3 ►-■ボタンを押して、再生を始める。 

歸/再ランプび緑に点なします。 

ニュー 「 LED 」 を rOFF 」 に設定していると 
をは消なします (46 ページ)。） 

4音量ボタンで音量を調節ずる。 

5再まをとめるには■(停止)ボタンを 
巧ず。 

フォルダ巧の最後の巧件の再生び終わる 
と、その用件のはじめに戻って停止します。 
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再生する/消去する 


























高音質で再生ずるには 

• イヤーレシーバーで 聞く： 

付属のステレオイヤーレシーバーをヘッド 
ホンジャックにつないで<ださい。スピー 
カーからは音び出な<なります。 

• 外部 スピーカーで 聞く： 

別売のアクティブ スピーカー をへッドホン 
ジャックにつないで<ださい。 

聞をたいところをすばやく探ずには一 
イージーサーチ機能 

メニューの中で r イージーサーチ」を roNi 」 に 
設定しておくと、再生中に W または M ィボ 
タンを但[度か巧して聞をたいところまで早送 
り、早戻しをして聞< ことびでさます (45 
ページ)。 I ◄ィボタンを1回巧すごとに約3砂 
前、ボタンを1回押すごとに約10耿先を 
再生します。会議録音などで、聞きたいとこ 
ろをすばや < 探すのに便利です。 

再生中に早送り/早戻しずるには 
(キュー/レビュー） 

. 早をり（キュー）：再生中に w ボタンを押 
したままにして、聞をたいところで離しま 
す。 

. 早戻し（レビュー）：再生中に M イボタンを 
押したままにして、聞をたいところで離し 
ます。 


最初は少しずつ早をり/早戻しされるので、 

] 語分だけ戻したり、送ったりして聞をたい 
とさに便利です。しばらくそのままにすると、 
高速での早送り/早戻しになります。早送り 
/早戻し中は、「表お切り換え」の設定 (45 
ページ)に関係なく、カウンター表況こなりま 
す。 

を最後の用件の終わりまで再生または早送 
り（キュー)すると 

• 最後の用件の終わりまでまると 、 「MESSAGE 
END 」 表示む巧秒点打します。 

点巧中は録/再ランプは緑に点巧しています 
(再を音は聞こえません)。 

•「MESSAGE END 」 と録/巧ランフび消えると、 
最後の用件の頭に戻って止まります。 

•「MESSAGE END 」 の点打中に M ィボタンを巧 
したままにずると、早戻しされ、離したところ 
から再生び始ま0ます。 

• 最後の用件び長時間の用件の場合で、用件中の 
媛ろの方を探して再をしたい場合は、►►■ボタ 
ンを巧し続けていったん用件の最後まで早送 
りして 、 [MESSAGE END 」 表示の点打中に W 
ボタンを巧して間さたいところまで早戻しし 
て探ずと便利です。 

• 最後の用件政外の場合は、次の巧件の頭に送つ 
てから再生中に早戻しすると素早<探せます。 
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その他の操作 


再生の途中、 
その位置で 
停止ずる 

■ (停止)ボタンまたは►-■ボタンを 
押す。 

ちラー度■ボタンを押すと、止めた 
ところから再生び始まりまず。 

ろ間いてい 
る巧件の頭 
に戻る* 

W ボタンを鹿く1回巧す。** 

前の巧件、さ 
らに前の用 
件に戻る 

W ボタンを短く巧回か押す。 

(停止中は巧したままにすると、連続 
して戻りまず。） 

次の用件に 
進む* 

► w ボタンを短 <1回押す。** 

さらに次の 
用件に進む 

► w ボタンを短 < 何回か押す。 

(停止中は巧したままにすると、連続 
して戻りまず。） 


* ブックマーク (36 ぺージ)を設定してある場合は、 
用件の頭ではなく、プックマークの位置まで進み 
/戻ります。 

**メニュー r イージーサーチ」が roFF 」 に設定され 
ている場合の操作です (45 ぺージ)。 

さまざまな再生 

メニュー画面で、1件用件再生、フォルダ内 
連続再生、全件連続再生の設定び出来ます 
(45 ぺージ)。 

1件リピート再生 

再生中に►-■ボタンを長巧しします。 

「马:1」び表示されます。 

通常再生に戻るには、►-■ボタンを押します。 


EFFECT 再生 

メニュー画面で再生時の低音を設定します 
(がページ)。 


かさな音を聞をやずい大まさで再 
ちずるーデジタルボイスアップ機 
能 

停止中または再生中にボイスアップ入/切ス 
イッチを「入」にすると、聞き取りにくいルさ 
な音を聞去やすい大きさに自動調壁して再生 
することびでをます。 

六ニューの r 詳細メニュー」一 rv - up レベル」 
で強-弱の設定びでさます (48 ページ)。 

通常の再生音に戻ずには 

ボイスアップ入/切スイッチを r 切」の位置に 
戻します。 

再を速度を調節する 一 DPC {デ 
ジタル•ピッチ•コント□—ル機能) 

再生速度を通常の +200% から- 75% の間で 
調節でをます。その際、音程はデジタル処理 
により、自然に近いレベルで再生します。 

1 DPC 入/切スイッチを r 入 J にずる。 

2 メニュー 「 DPCJ で再生速度を調節 
ずる (45 ページ)。 


再生する/消去する 
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通常の再生速度に戻ずには 

DPC 入/切スイッチを「拙にします。 


必要な部分だけを再をずる一 A-B 
化ー ト 

1再生中に重要ボタンを短く 
押して、 A 点を指定ずる。 

「 A-B B ?」 び表示されます。 

2もう一度重要ボタンを短く 
押して、 B 点を指定ずる。 

rci ： A-BJ び表おされて、指定した区間び 
繰り返し再生されます。 

A - BU ピート再生を止めるには 

►-■ボタンを押します。 

A - BU ピートの範囲を変えるには 

A-BU ピート再生中にちラー度 c ^ A-B /重要 
ボタンを短く押すと、手順1に戻ります。 
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ブックマークを設定ずる 

ブックマークは用件の途中で設定し、再生時 
に利用します。設定でさるブックマークの数 
は1つの巧件に1つずつです。 

1再生中、または停止中にブックマー 
クをつけたい場所で分割/少(プッ 
クマーク)ボタンを1秒 ly 上押ず。 

イ^表示(ブックマーク）び3回点滅し、ブッ 
クマークび設定されまず。 

すでにブックマークの設定された用件に 
新たに設定すると、ちいプックマークは 
解除され、新しい位置にプックマークび 
移動します。 


プックマークの位置か5再生を始める 
には 

停止中に M ィまたはボタンを押します。 
ブックマーク表示び1回点ミ威したら、►■ボ 
タンを押します。 


プックマークを削除ずるには 

六ニュー「ブックマーク消去」で削除します 
(4 目ぺージ’)。 

a ごミち意 

• MP 3 ファイルには設定できません。 

• 用件の先頭や終端にはブックマークの設定び 
でさません。 


希望の時刻に再生をお 
める ー アラーム再生 

あらかじめ設定した時刻にアラーム音ととち 
に用件を再生でをます。 

特定の曰付を指定したり、毎週同じ曜日や毎 
曰同じ時刻に再生ずるように設定でをます。 
設定でさるアラームは30件までです。 

D ご注意 

• 時計を合わせていない場合や、用件び録音され 
ていない場合は、アラーム設定はでさません。 

• フオルダ表示びご□になっているときはア 
ラーム設定ができません巧7ページ)。 

• ニューで「ビー刀を rOFF 」 に設定していて 
をアラームび鳴ります。 

1アラーム再をしたい用件を表示させ 
る。 


2アラーム設定をずる。 

©;< ニュー画面で「アラーム」を選び、 
►■ボタンを押して決定する。 

またはボタンを押して、「新規」 
を選び、■ボタンを押して決定する。 

3アラーム再生したい日時、時刻を設 
定ずる。 

任) W またはボタンを押して、「日時」、 
「月曜曰」皆「火曜曰」など設定したい雇 
日、または「毎日」を選び、►■ボタン 
を押して決定する。 


⑤ r 日時」を選んだ場合： 

「時計を合わせる」 （1 8ページ)に従って 
年月曰、時刻を設定します。「実行 
中...」の表示び出て、設定された内容 
び表示されます。 

曜日や r 毎日 J を選んだ場合： 

W または w ボタンを押して「時」を 
選び、►■ボタンを押して決定し、 

I ◄ィまたは w ボタンを押して r 分」を 
選び、►■ボタンを押して設定します。 
「実行中...」の表示び出て、設定された 
巧容び表おされます。 

；<ニューを終了するとい")」び表あされて、 
選んだ巧件にアラームび設定されます。 

設定した時刻になると 

約10砂間アラーム音び鳴り、選んだ巧件の再 
生び始まります。 

再生び終わると、自動的に停止します(アラー 
ム再生した用件の頭に戻ります)。 

アラーム 再生された用件をも ラー 度聞 
ぐには 

►-■ボタンを押すと、その用件のはじめから 
再生されます。 

用件が再生される前に止めるには 

アラーム音び鳴っている間に ■ (停止)ボタ 
ンを押します。ホールドスイッチび入ってい 
てち止められます。 


再生する/消去する 
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設定の客を変更ずるには 

1 メ ニュー 「アラーム J 一 r アラームー 
覧」を選び、►■ボタンを押して巧 
定ずる。 

アラームー覧び表示されます。 

2 W ◄または w ボタンを押して、変更 
したい設定を選び、►■ボタンを押 
して決定ずる。 

3 w または w ボタンを巧して「変 
要」を選び、►■ボタンを押して巧 
定ずる。 

4「曰時」、 r 月曜曰」や r 义曜曰 J など曜 
日、または r 毎日」など、変更したい項 
目を選び、►-■ボタンを巧して決定 
ずる。 

5日時と時刻を選び、►■ボタンを押 
して巧をずる。 

「実行中...」の表示び出て、変更された内 
容び表示されます。 

設定の客を解除ずるには 

「設定内容を蜜更するには」の手順3で「解除」 
を選び、►-■ボタンを押して決定します。「ア 
ラームを辭除しますか？」び表示されます。 


M ィまたはボタンを巧して「はい」を選び、 

►-■ボタンを押して決定するとアラームは 

解除されます。表お窓のアラーム表示び消え 
まず。 

n ご注意 

• 1件の用件には1個のアラームしか設定できま 
せん。 

. アラーム再生中に別の用件の設定時刻になっ 
た場合、用件の達中で次のアラーム再生び始ま 
ります。 

• 録音中にアラーム設定した時刻になった場合 
は、!>，)」表おのみび点滅し、録音を終了したと 
さにアラームび鳴り始めます。 

• 録音中に2つ政上のアラーム設定時刻になった 
場合は、録音終了後に時刻の早い方の用件のみ 
アラームび鳴ります。 

• メニューモード中にアラーム設定時刻になっ 
たとさはメニューモードび中止され、アラーム 
び鳴り始めます。 

• アラーム設定した巧件を用件分割した場合、分 
けた時点より前の巧件にのみアラーム設定さ 
れます。 

• 一度設定したアラームは、アラーム再生を終了 
した後を解除されません。 

• アラーム設定び30件になると、新規でアラーム 
設定をずることびできません。別のアラーム 
設定を解除してください。 

• アラーム設定した巧件を消去すると、用件に設 
定されたアラームち一緒に解除されます。 
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消去ずる 



録音した用件を1件ずつ、または1つのフオル 
ダ内の全用件を一度に消去で去ます。 


〇ごま意 

一度消去した内容はちとに戻すことはでさませ 
ん。ごを意ください。 


1件ずつ消去ずる 

消したい巧件だけを消去でをます。 

巧件を消すと、次の巧件び自動的に繰り上が 
るので、間に空白部分は残りません。 

1消去したい用件を再生中に消去ボタ 
ンを巧ず。または、停止中に消去ボ 
タンを長押しずる。 

用件タイトルと用件番号と、「消去します 
か？[消去]ボタンで実行」び表示され、用 
件の再生び始まります。 

2「消去しまずか？[消去]ボタンで実 
行 J が表示されている間に消去ボタ 
ンをち5—度 f 甲ず。 

用件び消去され、 U (降の用件番号び繰り 
上びります。 

消去を止めるには 

■ (停止)ボタンを押します。 


フォルダの中身を一度に消去ずる 

六ニュー「フォルダ内消ま」を選ぶ (4 目ペー 
ジ）。 


再生する/消去する 
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編集する 


用件をふたつに分ける 
-用件分割 

再生中に用件を分割して、その場所に新しい 
用件番号び付けられます。会議など1件の用 
件び長時間になったとをなどに、複数の用件 
に分割しておくと再生したい場所びすばやく 
探せ、便利です。 

分割したい用件び入っているフォルダの用件 
数び9弓9件になるまで、または、己フォルダ 
び5個ある場合は、全用件数び1日12件になる 
まで、用件を分割でをます。 

〇ご注意 

• 用件を分割するには、メモ U —に一定の空き容 
量び必要です。詳しくは r システム上の制約」 
(67 ページ)をご覧ください。 

. 重要マーク (41 ページ)の付いた用件を分割し 
た場合、分割した後ろの用件にを同じ重要 
マークび付を ます。 

• 巧件タイトルは分割した後ろの用件ち同じ 
になります。 

• 巧件の先頭や終端、ブックマーク付近では 
分割できません。 

• MP 3 ファイルは分割でをません。 
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用件] 

用件2 

用件3 


▲ 

A 巧件を分割 


用件] 

用件2 

用件3 

用件4 


用件ま号び1つずつ増える 


1再生中に分割/少ボタンを押ず。 

用件タイトルと用件番号と一緒に「分割 
しますか？[分割]ボタンで実行」び表示さ 
れます。 


2分割/少ボタンを押ず。 

押したところから新しい巧件番号びつを、 
政降の用件番号はひとつずつ送られます。 













用件を別のフォルダに巧 
動ずる 

B ご注意 

• フォルダ表示び 亡] になっているとさはフォ 
ルダの移動はでさません巧7ページ)。 

1移動させたい用件を選ぶ。 

2 メニュー「用件移動 J を選び、 
ボタンを押して決定ずる。 

3 W ◄または w ボタンを押して、移動 
巧のフォルダを選び、►■ボタンを 
巧して決定ずる。 

「実行中...」び表示され、フォルダび移動 
しまず。 

移動すると、をとのフォルダからその巧 
件はな < なります。 

途中でフォルダの移動をやめるには 

手順3の前に ■ (停止)ボタンを押します。 


用件に重要順位をつけ 
る一重要マーク 

「★★★」撮重要)、「★★」、「★」の3種類の重 
要マークをつけてほかの巧件と区別すること 
びでをます。停止中または再生中に操作びで 
さます。 

• MP 3 ファイルには重要マークは付けられ 
ません。 

1重要マークをつけたい用件を表示さ 
せる。 

2 (:^:八-目/重要ボタンを長押しずる。 

★マークび点滅しまず。 

3 ★マークを追加ずるには、与 A - B / 
重要ボタンをもラー度長 f 甲しずる。 

ボタンを長押しするたびに政下の順に設 
定されます。 

P 重要マークなし一★一 ★★一 ★★★-! 


編集ずる 
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傑能を活用するーメニユー 



1己/メニューボタンを長押しして、 
メニューモードに入る。 

メニュー画面び表示されまず。 


2 w または w ボタンを押して、設定 
したい項目を選び、►■ボタンを押 
して決定ずる。 


3 w または w ボタンを巧して、設定 
し、►-■ボタンを巧して決定ずる。 
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4 ■ボタンを f 甲して、メニユーモード 
を！? 了ずる。 

a ごま意 

約1分間なにをしないと、メニューモードび自動 
的に解除され、通常の画面に戻ります。 


1 つ前の画面に戻るには 

メニュー操作中に 亡!/ メニューボタンを押 
します。 



















ゾニュ ー- 覧 


メ ニュー 

動作 モード(〇: 設定巧能/-:設定不可） 一 

停 

-止 

中 

再 

生 

中 

録 

軍 


設定 I 頁目 


録音モ…ド 

LP 、 SP ' STLP ' ST、STHQ 

〇 

- 

- 


マイク感度 

□述、芸謡 

〇 

- 

〇 


に F (LOW CUT ) 

ON . OFF 

〇 

- 

〇 


録音レベル 

才ート ( AGO 、 マニュアル 

〇 

- 

〇 


VOR 

ON ' OFF 

〇 

- 

〇 


表示切 D 換え 

経過時間、残り時間、録音曰時 

〇 

〇 

- 


DPC 

n % (n = - 巧〜+2日日） 

〇 

〇 

- 


EFFECT 

目 AS 引、 BASS 2, OFF 

〇 

〇 

- 


イージーサーチ 

ON . OFF 

〇 

〇 

- 


再生モード 

1件、フォルダ、全件 

〇 

〇 

- 

機 

能 

を 

追加/上書を 

追加、上書さ、 OFF 

〇 

- 

- 

ビープ 

ON . OFF 

〇 

- 

- 

活 

用 

LED 

ON ' OFF 

〇 

- 

- 

バックライト 

10 秒、 60 秒 、 OFF 

〇 

- 

- 

る 

フオルダ内消去 

フォルダ内全消去しますか？一はい、いいえ 

〇 

- 

- 

1 

メ 

プックマーク消去 

プックマークを消去しますか？一はい、いいえ 

〇 

- 

- 

用件移動 

移動先フォルダ 

〇 

〇 

- 

ュ 

アラーム 

新規、アラームー覧^変更、偶除 

〇 

- 

- 

1 

詳細メニュー 


〇 

〇 

〇 


LIMITER 

ON . OFF 

〇 

- 

〇 


外部入力選お 

M に IN、AUDIO IN 

〇 

- 

〇 


時計設定 

自動、手動 

〇 

- 

- 


フオ ー マット 

全てのデータを消去しますか？一はい、いいえ 

〇 

- 

- 


US 疏電 

ON ' OFF 

〇 

- 

- 


V - UP レベル 

弱、強 

〇 

〇 

- 
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メニユー 

設定項目 （#: 初期設定） 

録音モード 

音質などを設定しまず。 

STHQ * :ステレオ高音質録音。 

ST ： ステレオ標準録音。 

STLP : ステレオ長時間録音。 

SP : モノラル標準録音。 

LP : モノラル長時間録音。 

マイク感度 

マイクの感度を設定しまず。 r 録音レベル」がけート ( AGC )」 に設定されていると 
をに有効でず。 

会議:広い会議室での録音など、遠くの音やルさい音を録音するときに使用 
します。 

□述♦子：□述録音など、マイクを□元に近づけて録音したり、近くの音や大き 
し请を録音するときに使用しまず。 

LCF (LOW CUT ) 

200HZ1U 下の周波数の音をカットし、風切り音を軽減しまず(□-カットフィル 
夕、 

OFF * : LCF 機能を解除します。 

ON : に F 機能を設定します。 

録音レベル 

手動で設定ずるか、オートにずるかを設定しまず。 

オート (AGCr :録音レベルび自動的に設定され、ひずみのない音で録音できま 
す。 r マイク感度」の設定で感度を2段階に調整できます。 
マニュアル： 録音レベルをお好みに設定して録音できます。 （25 ページ） 

VOR 

VOR (Voice Operated Recording ) 機能を設定しまず。「録音レベル J が「才一 
卜 ( AGC )」 に設定されている ときに有効でず。 

OFF * : VOR 機能は働きません。 

ON : ある大きさな上の音をマイクび拾うと自動的に録音び始まり、音びルさ 
くなると録音を一時停止します。 ♦ (録音)ボタンを押して、録音を始め 
ると VOR 機能び働さます。 
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メニユー 

設定項目 （#: 初期設定） 

表示切0換え 

表示モードを設定しまず。(再を時/停止時に表示される項目でず。） 

経過時間*:1用件の経過時間 
残り時間：1用件の残り時間 
録音曰時：録音曰時 

DPC 

DPC (Digital Pitch Control ) の設定をしまず。 

DPC スイッチを「入」にした場合、再生速度を、+20日〇/〇から一75〇/〇の範囲で調節 
をします。+設定では r +10」 刻みで、一設定では r -5」 刻みで設定されます。 

(-30%*) 

EFFECT 

再生時の低音効果を設定しまず。 

OFF * : EFFECT 機能び働きません。 

BASS 1:お音び強調されます。 

BASS 2 :愤音び更に強調されます。 

H ご注意 1 

スピーカー再生時には EFFECT 機能は働きません。 ^ 

イージーサーチ 

イージーサーチを設定しまず。 1 

OFF * :イージーサーチ機能が働きません。 W またはボタンを巧すと、用 胃 

件ををります。 f 

ON : 再生中、ボタンを巧すと、約1日秒進め、 M ィボタンを巧ずと、約3秒 る 

戻ります。を議録音などで、聞きたいところをすばやく探ずのに便利で 1 

す。 ^ 

再生モード 

再生モードを設定しまず。 ； 

フォルダ*:ひとつのフォルダの 巧 件を連続して再生します。 1 

ま:件： 全用件を連続して再をします。 

1件： ひとつの用件の再生び終わると、;欠の用件の頭で停止します。 

追加/上書を 

追加録音、上書を録音を設定しまず。 

OFF * :追加録音も上書き録音もしません。 

追加：追加録音を設定します。 

上書き：上書き録音を設定します。 


45 










メニュー 

設定項目 （#: 初期設定） 

ビープ 

確認音を設定しまず。 

ON * :操作時の受け付け確認音およびエラーのビープ音び鳴ります。 

OFF :操作時の受け付け確認音やエラー音び鳴りません。 

LED 

録/再ランプの点打、消灯を設定しまず。 

ON * :動作中は録/再ランプび点灯または点滅します。 

OFF :動作中を録/再ランプは点灯/点滅しません。 


B ごま意 

USB ケースレでバソコンに接続しているときは、 rOFF 」 に設定していても録/巧 
ランプは点な/点滅します。 

パックライト 

パックライトの点打、消灯を設定しまず。 

10秒> :バックライトび10秒間点灯して消打します。 

自〇砂：バックライトび60秒間点灯して消打します。 

OFF :バックライトび点打しません。 

フォルダ内消去 

選んだフォルダの中身をずべて消去しまず。 

ミ肖去する前に、亡]/方ニューボタンを巧してフォルダを表示させ、消去するフォ 
ルダを選んでから、メニューモードにしてください。 r はい」を選ぶと消去されま 
す。 

プックマーク消去 

選んだ用件のブックマークを解除しまず。 

ミ肖去する前に、亡!/^ニューボタンを巧してフォルダを表示させ、消去するブッ 
クマークびついた用件を選んでか5、メニューモードにしてください。 r はい」を 
選ぶと消去されます。 

用件移動 

選んだ巧件を選んだフォルダに移動しまず。 

移動する前に、 亡]/ 方ニューボタンを巧してフォルダを表示させ、移動したい用 
件を選んでから、メニューモードにしてください。 (42 ページ） 
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メニュー 

設定項目 （#: 初期設定） 

アラーム 

アラーム再をを設定しまず。 


新規 t : 

日時(再生を始める日時を設定します)、日曜日、月曜日、火曜日、 
水曜日、木曜日、金曜日、±曜日、毎日（それぞれ再生を始める時 
刻を設定します） 


アラームー覧： 

すでに設定してある用件番号、曰時、時刻を表示します。 

変更：選んだ曰時、時刻を変更します。 

解除：選んだ曰時、時刻の再生を解除します。 

(アラームー覧び表示されます。） 

詳細メニュー 




LIMITER マニュアル録音時、突発的な大容量を入力した場合、音の重みを防ぐために入力 

を自動的に 調藝 しまず。 

ON * : LIMITER 機能を設定します。 

OFF : LIMITER 機能を解除します。 

B ごま意 

r 録音レベル」び r マニュアル」に設定されているとさにち効です。 

外部入力選巧マイクジャックか日録音ずるが部入力を選巧しまず。 

M に IN * :外部マイクをつないだとさに選びます。 

冉 UDIOIN :オーディオケープルなど、外部マイク lii 外のちのをつないだときに 
選びます。 

時計設定 自動*:本機をコンピューターにつないで 、 Digital Voice Editor を起動すると、 

コンピューターの時計に自動的に合わせます。 

手動：件」旧」旧」 r 時」 r 分」をそれぞれ設定して時計を合わせます。 



能 

を 

活 

用 

す 

る 


メ 


フォーマット r をてのデータを消去しまずか？」が表示された後、ドライプの初期化を設定しま 
す。 

いいえ*:初期化しません。 

はい： 「フオーマツ ト 中...」び表示され、初期化します。 


B ごま意 

フオーマツ トは、必ず本機で巧ってください。パソコンでフ オーマツ トすると音 
び途切れたり録音可能時間び短くなつてる可能性びあります。 
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メニュー 

設定項目 （#: 初期設定） 

USB 巧電 

USB 接続中の巧電の ON/OFF を設定しまず。 

ON * :充電式電池を充電します。 

OFF :充電機能は働きません。 


B ごま意 

別売の USB AC アダプターを使って充電ずるときは、この設定は関係ありません。 

V-UP レベル 

ボイスアップスイッチを r 入」にしたとを、聞き取りにくいルさな音を大きくずる 
レベルを設定しまず。 

強*:ボイスアップ機能の効果を大さくします。 

弱：ボイスアップ機能の効果をルさくします。 
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パソコンを活用する 


付属の Digital Voice 
Editor を巧ラ 


Digital Voice Editor ででをること 

Digital Voice Editor を使って、本機に録音し 
た用件をパソコンに取り込み、用件の管理、再 
生などを行ラことびでをます。 

本磯で録音した用件をパソコンに取 D 込 
む 

本機に録音した巧件を、 USB 接続で、用件単位、 
フオルダ単位、または全巧件ごとパソコンの 
八ードディスクなどに保存でさます。保存形 
式は、"六モ U - スティック"などの MSV 
( LPEO ファイル 、 MSV ( ADPCM ) ファイル、 
DVF ( LPEOTRO ファイル、 MP 3 ファイル、 
Windows 標準の WAV ファイルから選べます。 


パソコン上で用件を再生ずる 

用件をパソコン上で再生することびでをます。 
通常の再生のほか、1件リピート再生、 AB 間 
U ピート再生、イージーサーチ、ブックマーク 
再生を行ラことびで去ます。また、再生スピー 
ドの調節ち可能です。 


パソコンに保巧した用件を本機に追加、本 
機で再生ずる 

一度パソコンに保存した巧件はをちろん、 

卜 mail などで受け取った音声ファイル (DVF 
( LPECTTRC)、MSV ( LPEC / ADPCM )、 WAV 、 
MP 3 形式’)を用件単位、フォルダ単位で 、 USB 
接続で本機に追加することびで去ます。追加 
した巧件は、本機上で再生でをまず。 

’ US 目接続で追加する場创ま、本機に合ったファ 
イル形式での追加と MP 3 あ式での追加び選べ 
ます。 

パソコン上で本機内またはパソコンに保 
存された用件を編集ずる 

巧件タイトルやユーザー名の蜜要、巧件の 
ソート、重要マークやブックマークの設定/ 
解除、巧件の分割/結合など、ノ くソコン上でさ 
まざまな編集び可能でず。本機内の巧件につ 
いては、パソコン上で順番を移動させること 
びでをます。また、パソコン内に保存された 
巧件については、音声ファイル形式を変換し 
て保をすることびでさます。 

その他の硬利な使いかた 

- Microsoft Outlook Express などの MAPI 
対応の六ール送信ソフトウエアを利用して 
音声ファイルを添付して音声メールををれ 
ます。 


パソ n ンをま用する 
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-別売の音声認識ソフトウてア Dragon 
NaturallySpeaking ™ との組み合わせで、 

本機で録音し、 Dig け al Voice Editor でパ 
ソコンに取り込んだ音声を、文字に変換(テ 
キスト変換)することびでをます。 

- Digital Voice Editor 側で本機のユーヴー 
名やアラーム再生の設定/解除やその他の 
動作モードなどを蜜更ずることびでさます。 

-CD Recording Tool for DVE を起動して、 
CD の音声を再生したり、パソコンの八ード 
ディスクに Digi ね I Vok;e Editor の音声 
ファイル形式で保存することびできます。 
保をしたファイルは 、 Digital Voice 
Editor を使って本機に追加でをます。 


CD Recording Tool for DVE は、個人の使 
用の範囲内でお使いください。 


必要なシステム構成 

付属のソフトウエアを使うためには、なのよ 
ラな八ードウエア、ソフトウてアび必要です。 
• し^下の性能を満たした旧 M PC / AT およびそ 
の互換機 (NEC PC - 弓8シリーズとその互換 
機、自作 PC では動作保証いたしません。ま 
た、 Macintosh には対応していません。） 

- CPU : 266 MHzm 上の Pentium ® 11プロ 
セッヴもしくは同等の性能を有するプロ 
セツサ 
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- RAM 容量： 128 M バイト政上 
-八ードディスクの空き容量； 150 M バイ 
卜政上宿声データの扱い量に比例して 
を < の空さ容量び必要です。） 

-ドライプ： CD - ROM ドライブ 
-通信ポート： USB ポート 
-サウンドボード： Windows ® 2000 
Professional , Windows ® XP Home 
Edition , Windows ® XP Professional , 
Windows ® XP Media Center 2004, 
Windows ® XP Media Center 2005巧 
応のちの 

-ディスプレイ： J い(カラー (16 ビット 
カラー)政上、8日 0 X 480 ドット 
• OS : Microsoft Windows ® XP Media 
Center Edition 2005 Service Pack 2 U (降 
/ Windows ® XP Media Center Edition 
2004 Service Pack 2 し^降/ Windows ® XP 
Professional Service Pack 2 政降/ 
Windows ® XP Home Edition Service 
Pack 2 政降/ Windows ® 2000 
Professional Service Pack 4 政降 
標準インストール（日本語版） ( Windows ® 
95、 Windows ® 弓8、 Windows ® 98 
second Edition 、 Windows ® 

Millennium Edition 、 Windows ® NT には 
対応していません。） 



音青認識をお使いになる場合のごま意 

音声認識ソフトウェア Dragon Naturally 
Speaking ™ (別売/他社製)と組み合わせて 
音声認識機能を使ラ場合は、上記に加えて 
Dragon NaturallySpeaking ™ び必要なシス 
テム構成(動作環境)も満たしている必要びあ 
ります。 

• 対応音帛認識ソフトウェアの詳細は、にレ 
コーダー.オーデイオカスタマーサポート 
へージ （ http :// www . sonv . co . jp / 
ic - rec - support ) をご覧ください。 

音青メール送信機能をお使いになる場合 
のご ミ 主意 

じ(下のメールソフトウェアと組み合わせてお 
使いになれます。上記に加えてお使いになる 
ソフトウェアび必要なシステム構成 (® K ち環 
境)を満たしている必要びありまず。なお、音 
声メールを送るには、別途インターネットサー 
ビスプ□ノ くイダと契約する必要びあります。 

• Microsoft ® Outlook Express 5.0/5.5/6.0 

• Microsoft ® Outlook 2000/2002/2003 

• Eudora Pro 4.2- J、Eudora 4.3-」（ペイド 
モード） /5.0- J /5.1- J /6 J /7 J (製品版） 


Digital Voice Editor をインス 
卜ールずる 

Digital Voice Editor をパソコンの八ード 
ディスクなどにインス!-ールしまず。 


a ごま意 

• Digital Voice Editor をインストールする前に 
本機をバソコンに接続しないでください。先 
に接続した場合、本機を認識できません。 

• インストールの途中で本機の接続ケーブルを 
抜き差ししないでください。正留にインストー 
ルされないことびあ0ます。 

• Windows ® 2000 Professions 止でインストー 
) レを巧ラ場合、必ずユーヴー名 

「 Admini 如 ator 」 で n グオンした後に行ってく 
ださい。 

• Microsoft Windows ® XP Media Center 
Eidition 2005/ Windows ® XP Media Center 
Edition 2004 AVindows ® XP Professional / 
Windows ® Home Edition 上でインストール 
を巧う場合、必ずロンピュータの管理者」*に 
所属ずるユーヴー名(半角英数字のみ)で n グ 
オンした後に行ってください。 

* ユーヴー名び「コンピュータの管理者」に所 
属しているかの確認は、 Windows のロン 
トロール y くネル]-「ユーヴーアカウント] 

を開き、表おされるユーヴー名の下の部分を 
ご覧ください。 

• 本ソフトウェアをインス I -ールすると、インス 
卜ール先の 0 S によっては Microsoft DirectX 
のモジュールびインストールされる場合びあ 
ります。このモジュールは本ソフトウェアの 
アンインス I -ールによって削除はされません。 
•インス!ルを始める前に、 Windows の 
他のアプ U ケーシヨンは終了させておいて 
ください。既存の Dig け al Voice Editor を起 
動している場をち終了させてください。 


パソ n ンをま用する 
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• 本ソフトウェアをインス I ルした後に、 
Memory Stick Voice Editor 
1.0/1.1/1.2/2.0 をインス I -- ルしないでく 
ださい。本ソフトウェアび正常に動作しな 
くなります。（本機でソモリースティック" 
上の用件の操作、編集びでをます。） 

1 本機を接続していないことを確認 
し、パソコンの電源を入れ、 
Windows® を起動ずる。 


ぐ Digital Voice Editor の旧 A "— ジョン 
/Memory Stick Voice Editor をイン 
ス I ルしている 場合 

旧ノ くージョンの Digital Voice Editor / 
Memory Stick Voice Editor を削除する 
ダイア□グボックスび表示されます。画 
面の指示に従ってアンインス I -ールを 
行ってください。(用件ファイルは削除さ 
れません。）アンインス1-ールび終わると、 
左の画面び表示されまず。 


2 付属の CD-ROM を CD-ROM ドライ 
ブに挿入ずる。 

CD - ROM を入れると、インス I -ーラーび 
自動的に起動し、次の画面び表示されま 
す。起動されない場合は [ Japanese ] フォ 
ルダの中の [ DVEsetup . exe ] をダブルク 
IJ ックしてください。 



3 [次へ]をクリックずる。 

r 使巧許諾契約」画面び表示されます。 

4 使巧許諾契約の内容を確認し、[同意 
しまず]をクリックずる。 

ソフトウてア使用許語契約書の内容をよ 
くご確認ください。[同意します]をク 
U ックすると、[オーナー名入力]ダイア 
□グボックスび表示されます。 
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5 才ーナーちを入力ずる。 

才ーナー名は 、 Digital Voice Edh : or の使 
巧権限と範囲を制限するために設定しま 
ず。 


n ごま意 

• 一度入力したオーナーをは蜜要すること 
はでさませんので、書き留めて保管してお 
いて < ださい。 

• CD から録音されたファイルは録音を 
行ったパソコンと異なるオーナー名の 
パソコンでは使用で去ません。不正な 
データ改ざんを行った場合や、個人の使 
用の範囲がでファイルび使用された場 
合は、ファイルび再生できなくなったり、 
Digital Voice Editor び起動でをなくな 
る場合びあります。 

「インストール先の選択」画面び表おされ 

ます。 


6インストール巧のフオルダを確認 
し、[次へ]をクリックずる。 

「アイコンのグループ名設定」画面び表示 
されます。 

7登録ずるプ□グラムグループ名を確 
詔し[次へ]をクリックずる。 

「フアイルのコピー」画面び表示されます。 


8 [インストール]をクリックずる。 

「サンプルデータをインス I -ールします 
か」といラダイア □ グボックスび表おさ 
れます。 

9ヴンプルデータをインス!-ールずる 
場合は「はし、 J を、しない場合は r しル、 
え_!をクリックずる。 

インス I -ールび終わると、「インス I -ール 
の完了」画面び表示されまず。 

10院了]をクリックずる。 

インス I -ール画面び閉じます。[再起動] 
のダイア □ グボックスび表おされたら 
[0 K ] をク U ックして、再起動します。再 
起動後、インストールび完了します。 

アンインス I ルずる 

このソフトウエアび不要になった場合は、切 
下の手順で削除して < ださい。 

1 [スタート]ボタンをクリックし、[プ□グ 
ラム] 一 [Sony Digital Voice Editor 3] 一 
[アンインストー J レ]を順に選ぶ。 

アンインス1-ーラーび起動されます。 

2 画面の表示に従って操作する。 


パソ n ンをま用する 
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n ご注意 

このソフトウエアを一度インストールしたあと、 
別のドライプまたはフォルダに移動させる場合 
は、アンインストールしてから再度インス I ル 
を巧って < ださい。ファイルを移動しただけでは、 
ソフトウエアは動作しなくなります。 

ヴヒント 

• [設定]一[コント n —ルパネル]一[アプ1」ケー 
シヨンの追加と削除]でもアンインス I -ーラー 
を起動ずることがでさます。 

• ソフトウェアを削除しても、パソコンに保をし 
た巧件ファイルは削除されません。 


本機をパソコンに接続ずる 

本機とパソコンで用件をやり取りするために 
は、本機をパソコンに接続します。 

本機の岭 ( USB ) 端デとパソコンの115目ポー 
卜を、付属の USB ケープルで接続します。 

USB ケーブルは、本機とパソコンの電源を入 
れた状態で损を差しでをます。接続するとパ 
ソコン側で本機を認識することびでを、巧件 
のやり取りび行えます。 
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パ、ゾ~!ン 本機 



D ごま意 

• 本機をバソコンに接続する前におず Digital 
Voice Editor をインストールしておいてくだ 
さい。インストールしないで接続した場合、「新 
しいデバイスの検索ウィヴード」などび表示さ 
れますび、その場合は[キャンセル]をク U ック 
して < ださい。 

• 1台のパソコンに2台料上の US 目機器を接続し 
た場合の動作保証はいたしかねます。 

• US 目八ブ、または US 目延長ケープルをご使用の 
場合の動作保証はいたしかねます。必ず、付属 
の USB ケーブルのみで接続して < ださし、。 

• 同時にお使いになる USB 機器によっては、正常 
に動作しないことびあります。 

• パソコン接続時は必ず電池を挿入してからお 
使いください。 






























• パソコンとは必要なとさだけ接続することを 
おずすめします。パソコンを使って操作しな 
し、とさは、 USB ケーブルははずしておいてく 
ださい。 


ヘルプを見る 

各操作の詳細はオンラインヘルプを参照して 
<ださい。 


オンラインヘルプ 



MP 3 ファイルを本機で 
再生する 

パソコンにある MP 3 ファイルを本機にコ 
ピーして、本機で再生することびでをます。 
コピーする方法は 、 Digital Voice Editor を 
使う方法と、 Windows の Explorer から直接 
ドラッグアンドド□ップするちまびあります。 


MP 3 ファイルを本機で再生する場をの最大 
再生時間(曲数つは下記のよラになります。 


128 kbps 

256 kbps 

ICD-SX67 8時間40分 

4時間20分 

(13 日曲） 

(65 胁 

ICD-SX77 17時間35分 

8時間日0分 

(263 邮 

(132 脚 

* 1巧4分を転送した場合 


Digital Voice Editor を使ってコ 
ピーして再をずる 


1付属の USB ケーブルを使って、本機 
をパソコンに接続ずる （54 ページ)。 

2付属の Diaital Voice Editor を起動 
して、パソコンか5本機に MP3 ファ 
イルをコピーず る。 

最大引1個のフオルダまで認識でさます。 


-パソ n ンを活用する 
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各フォルダに 1 件の用件び入っている場 
合は、340個のフォルダまで、フォルダび 
5個の場合は最大1012件の巧件まで、1 
個のフォルダには最大999件まで用件を 
入れることびでさます。 

3 本機をパソコンか5とりはずした 
後、本機の己/メニューボタンを押 
してフオルダを選ぶ。 


4 w または w ボタンを押して再生 
したいファイルを選び、►-■ボタン 
を押ず。 


5 再生を止めるには■ボタンを押ず。 


Windows の Explorer を使って 
コピーして再をずる 

〇ごま意 

Digital Voice Editor を使わずに、 Windows の 
Explorer を使って、 MP 3 ファイルをコピーする 
と、再生は通常通りできますび、ファイル(用件） 
の追加録音、上書を録音、分割、ブックマークの設 
定、重要マークの設定などびでさなくなります。 

1 付属の USB ケーブルを使って、本機 
をバソコンに接続ずる （54 ベージ)。 

Windows 上で「マイコンピューター」を 
開き、 U ムーバプルディスクび新しく認 
識されているかを確認してください。 
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パソコン巧の MP 3 ファイルび入つ 
ているフォルダをリム ー /てブルディ 
スクにドラッグアンドド□ップず 
る。 

最大500個のフォルダまで認識でをます。 
1個のフォルダには最大弓99件の用件を、 
またフォルダ全体では最大5000件の用件 
まで入れることびで去ます。 

本機をパソコンか5とりはずした 
後、本機の己/メニユーボタンを}甲 
してフォルダを選ぶ。 

または w ボタンを押して再生 
したいファイルを選び、►■ボタン 
を巧ず。 


再生を止めるには■ボタンを巧す。 


フォルダとファイルの構成 

ノ くソコンの画面で見るとちのよラに表おされ 
ます。 

フォルダの違いは、本機の表示窓に表示され 
るフォルダ表示で区別でをます。 

己 ： Digital Voice Editor を使って〕ピーし 
たフォルダ 

巳 ： Digital Voice Editor を使わずに〕ピー 
したフォルダ 



パソ n ンをま用する 
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>1 K /1 P 3 ファイルび保をされたフォルダ名は本機 
でを同じフォルダ名として表示されます。管 
理しやすいフォルダ名にしておくと便利です。 
MP 3 ファイルを認識できるのは、 U ムーバブ 
ルディスクに作成したフォルダの3階層 目 ま 
でとなります。図の中の r フオルダ4」までび 
本機で表示されます。 

MP 3 ファイルを単独でコピーずると r 未分類」 
として扱われます。 

D ごま意 

Windows のシステム制約で、リムーバブルディ 
スクには引1個 ( V 0 に E フォルダを除く）政上の 
フォルダまたはファイルを転送ずることはでさ 
ません。 


USB マスストレージとし 
て利用する ー データス 
トレージ機能 

本機とパソコンを USB 経由で接続すると、パ 
ソコン上にある本機で録音したファイル切が 
の画像やテキストなどのファイルを本機に一 
時保をでをます。 
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困ったとさは 


故障かな？とおった6 

修理を依頼される前に、ちラー度下記項目をチェックしてみてください。それでも解ましない場 
合、ご不明な点は、裏表紙に記載のにレコーダー•カスタマーサポートページをご覽いただくか、 
お客様ご相談センターまでお問い合わせください。 

なお、な証書とアフターサービスについては、71ページをご参照願います。 


こんなとをは(本機) 


症げ_原因/処置_ 

表示がついたままで、電源 -電源スイッチはあ0ません。表をは点巧のままですび、表示点灯のための消費 

日 FF にできなレ。 電流はが常に小さくなつていますので、電池の持続時間にはほとんど影響し 

ません。なお、本機後面のホールドスイッチを矢印の方向に動かして、表示を 
消すことをでさます。また、10分間放置すると表示び消えます。 


操作ボタンを巧してち動作し • 電池の©と©の向をび正しくない （15 ページ)。 

ない。 • 電池び消耗している （ 1 6ページ)。 

• ホールドスイッチび入っている（ボタンを巧すと 「 HOLD 」 と現在時刻び表示さ 
れます） （11 ページ)。 

スピーカーから音が出ない。-音量び絞られている （33 ぺージ)。 

• ィヤーレシーバーび差し込まれている （34 ぺージ)。 

イヤーレシーバーをつないで-再生中にイヤーレシーバーを差し込むとき、最後まで差し込まないとスピー 
いてち、スピーカーから音び カーからち音び聞こえてしまラことびあります。 

出る。 一いったんイヤーレシーバーを抜いて、最後までしっかり差し込む。 

録/再ランプび点打しない。 • メニューの 「 LED 」 び rOFF 」 に設定されている (46 ぺージ)。 

一 「 ON 」 に切り換える。 

「乂モ I 」一び一杯です」び表示 • メモ U —びいっぱいになっている。 

され、録音でさない。 -不要な巧件を消去する (39 ページ)か、バソコンに保存してか6、メモ U — 

の内容を消去する。 


B 困0たとをは 
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症げ 

原因/処置 

r 胤牛び一杯です」び表示さ 
れ、操作でさなし'1。 

• 置んだフォルダに弓弓9件の巧件び入っているか、または、全体で1012件の巧件 
(フォルダび引固のとさ)び入っているため、録音や巧件移動、用件分割びでき 
ない。 

一不票な巧件を消去する (39 ページ)か、バソコンに保存してか6、メモリー 
の内容を消去する。 

追加、または上書定録音で定 
ない。 

• メニューの r 追加/上書を」び roFF 」 になっているとでさません。設定しなお 
してください (45 ぺージ)。 

• 録音残0時間び不足している屬合は追加、または上書さ謡音でさません。な 
お、上書を録音の場合、上書をされる部分は新たに録音される部分の録音びお 
わってか6消去されるため、録音でさるのは現在の残り録音可能時間分のみ 
です。 

• MP 3 ファイルには追加/上書さ録音でさません。 

録音び途中で止まる。 

• V 0 R び作動している （26 ベージ)。 V 0 R を使巧しないと定は、メニューで rOFF 」 
にする (44 ベージ)。 

雑音び入る。 

• 録音したとを、本磯をこすってしまい、雑音び録音された。 

• 録音中や再生中に本機を電灯線、壁光打、携帯電話などに近づけすざると、ノ 
イズび入ることびあ0ます。 

• 外部マイク(別売)で録音したとき、マイクのプラグび巧れていた。 

- プラグをされいにク IJ 一ニ ングする。 

• イヤーレシーバーで間いているとき、イヤーレシー A " —のプラグび巧れてい 
る。 

ープラグをされレにク IJ 一ニングずる。 

録音レベルび小さい。 

• マイク感度び r □述 ♦子」 （□述録音モード)になっている。 

一恰議 ん に切り換える (44 ぺージ)。 

-マニュアル録音時であれば、録音レベルを上げる。 

• ルさな音び聞きづ6いときは、デジタルボイスアップ再生をすると聞き取り 
やす < なる場合びあ0まず (3 日ページ)。 

再生スピードび速すぎた0遅 
すぎた D する。 

• DPC 入/切スイッチび r 入」になっているため、メニューの 「 DPC 」 で調舊した 
再生スピードで再生されている (45 ページ)。 

- DPC 入/切スイッチを「切」にすると、通常の速度で再生されます。または、 
「 DPC 」 で再生スピードを調舊してください。 

時計表示びになる。 

• 時計を合わせていない （18 ぺージ)。 
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症げ 

原因/処置 

録音曰時表おび r -- y -- m —山 
またはになる。 

• 時計を合わせていない時に録音した巧件には、謡音した日付は表示されませ 
ん /。 

メニュー表示の項目 巧足りな 
い。 

• 再生、または録音中は、表おされないメニユーびありまず (43 ぺージ)。 

本機に表おされる残 D 時間 
び、バソコン上での残量表示 
より短い。 

• 本臟ではシステム上必要な領域を差し引いて表示しているため 、 Digital 

Voice Editor での残量表をと異なる場合びあります。 

電池の持続時間び短い。 

• 16、17ページの乾電池の持続時間は、音量ボタンび中間レベル付近で再生し 
た墙合の目安です(ソニーアルカ U 乾電油 LR 03( SG ) 使用時)。使用条件によっ 
て短 < なる場合びあ0まず。 

電池を入れたまま長い期間巧 
用しない後で、使おラとする 
と電池びな < なっている。 

• 使用しない場合でち、わずかでずび電池を消耗します。この場合の電池寿帝 
は、温度などの環境によってち異なりますび、約2〜3ヶ月び目安です。長い間 
ご使巧にならない墙合は、電池を列しておくことをお勧めします。 


充電表示び表示されない。 • 充電池び入っていない。 

• 充電式電池を入れる向をび正し <ない。 

• USB ケーブルび正し < 接続されていない。 

• メニューで「詳細メニュ ー 」の rusB 充電」び roFF 」 になっている。バソコンに 
接続して充電する場合は、設定を roN 」 にする。 


途中で充電表示び消えてしま • ニッケル水素充電池しソ列•の電池び入っている。 

う。_ • 劣化した巧電池を使巧している。_ 

電池残量、充電表示部に • 本機の充電可能な温度範囲外になっている。周囲温度び動作温度(日に〜 

H 3 E または GEH び点 35む）になるよラにずる。 

滅表示している。 


充電式電池の持続時間び短 
い。 


• 5° C な下の環境で使用している。電池の特性によるちので故障ではありませ 
ん /。 

• しばらく使巧してレなかった。何回か充電、放電(本磯に入れて使用する）を繰 
0返す。 

• 充電池の交換び必要です。新しレ充電式電池と交換する。 

• 短時間で電池残量表示び点巧しますびフル充電になっていません。電池残量 
び無い状態か6フル充電までは約4時間かか0ます。 



困 

ご 

た 

と 

を 

は 
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をが 

原因/処置 

変更したメニュー設定び反映 
されていなし、。 

• 設定変更直後に電池び抜かれたり、電池残量び無い状態で Dig け al Voice 

Editor の「本体設定」を使ってメニューの設定を変更した場合、本機のメニュー 
設定び反映されないことびあ0ます。 

「データべース更新中...」 
表示び消えない。 

• 巧件数びをいと、長時間表おされることびありますび、故障ではありません。 
表示び消えるまでお待ち < ださい。 

正常に動作しない。 

• 電池を取り出して、ちラー度入れ直す。 

バソコンと接続でさない。 

• Digital Voice Editor のへルプをご覧ください。 

• 別売のバソコン接続キットに KIT - VV 1/ W 2/ W 5/ W 7/ W 弓は本機とは接統でをま 
せん。 

本機び動作しない。 

• バソコンで初期化（フ ォーマッ ト）している。 

一本機で初期化を巧ってください。 (47 ぺージ） 

修理に出すと、録音した内容び消えることびありまず。ご了承ください。 
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こんなとをは(付属の Digital Voice Editor ) 

Digital Voice Editor のへルプもあわせてご覧ください。 


症げ 原因/処置 

インストールでさない。 • "ー ドディスクの空を容量びがない。 

-容量を確認してください。 

• Winodows ® 95/ Windows ® 98/ Windows ® 98 Second Edition / Windows ® 
Millennium EditionAVindows ® NT にインストールしようとした。 

一対応している日 S にインス I ルしてください。 （ Winodows ® 弓5/ 

Windows ® 98/ Windows ® % Second Edition / Windows ® Millennium 
EditionAA / indows ® NT には対応していません。） 

• Winodows ® XP Media Center Edition 2005/ Windows ® XP Media Center 
Edition 2004/ Windows ® XP Professional / Windows ® XP Home Edition 上 
で「制限付さアカウント」に巧属するューヴー名でログオンしている。 

一「コンピューターの管理ち」に所属するューヴー名(半角英数)で□グオンし 
て < ださい。 

• Windows ® 2000 Professional 上で全角のューヴー名でログオンしている。 

一 「 Administrator 」 で□グオンしてください。 

-日本語 姑がの曰引こインス! -ー ルしよラとした。 

一日本語の曰 S にインストールしてください。 

本機と接続できない。 -ソフトウエアのインストール、接続ケースレの接続などを正しく巧ったか確 

認して < ださい。 

-が付け USB 八ブをご使用の場合には、直接バソコンに接続してください。 

-本機側の接続ケーブルを抜さ差しして<ださい。 

-他の USB ポートで接続してみてください。 

• システムサスペンド/システム J V イバネーシヨンモードに移行している。 

ーシステムサスペンド/システムノイノくネーシヨンモードに移行しないでく 
ださい。 


B 困0たとをは 
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を状 原因/処置 


• サウンドポートびついていない。 

• バソコンにスピーカーび内蔵または接続されていない。 

• S ユートび解除されていない。 

• パソコン側で音量を上げてみて < ださい。（詳し < はお使いのバソコンの取扱 
説明書をご覧 < ださい。） 

• WAV ファイルの場合は、サウンドレコーダー （ Windows ® に搭載)で音量を上 
げて保存しなおすことちでをます。 


保存した用件ファイルび再 • 対応していないファイル形式の用件は再生でをません。また、ファイル形式に 

生、編集でをない。 ぶっては一部の編集機能びお使いになれません。詳し<は、ヘルプをご覧<だ 

さい。 

• CD から録音されたファイルは、録音を行ったパソコンと異なるオーナー名の 
バソコンでは使用でをません。 


分割/結合、上書さ録音、追加録音などを行った用件をバソコン上で再生した 
とさに発生する場合びあ0ます。 

一いったん A - ドディスクになをしてから*再度本機に戻すと、データび最適 
化され、正常な再をに戻ります。 ( K 本機の形式に合ったファイルあ式で保を 
して < ださい。） 

巧件数びを < なると動作び遅 • 録音時間の長さに関係な <、本機内の巧件の総数びをレと、処理に時間びかか 
くなる。 ることびあります。 


用件の保存-追加-削除中に • 録音時間の長い用件の場合、コピーまたは削除に時間びかか0ます。 

画面び動かなくなる。 -コピーまたは削除び終了するまでお待ちください。通常の操作びできるよ 

ラになります。 

本ソフトウェアを起動したと • 本機と通信を行っている間は絶対にケーブルを抜かないでください。バソコ 
きフ|」ーズり V ングアップ）し ンの動作び不安定になったり、本機内のデータび壊れる恐れびあります。 

てしまラ。 • 他にインストールされているドライバおよびアプ1」ケーションソフトとのコ 

ンフ U クトの可能性びあ0ます。 

• 本ソフトウェアをインストールした禮に 、 Memory Stick Voice Editor 
1.X/2.X および Diaital Voice EditorVer . 2.x をインストールしないでください。 
本ソフトウ王アび正常に動作しな<な0ます。 


カウンターやスライダーの動 
をびおかしい、 

雑音び入る。 


再生音量びルさい、 
音び出ない。 
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エラー表示一覧(本機) 


エラー 表示 

原因 

電池び残 D わずかです 

• 電池が残りねずかのため、フォーマットやフォルダ内消去びでさません。新し 
い電池の準備をして < ださい。 

電池残量びあ0ません 

• 電池が消耗しています。充電池を充電するか、充電済みの充電油、ちしくは単 
4お乾電池と取0換えて < ださい。 

；<モ|」一が一杯です 

-録音でさるタモ1」一容量びな<な0ました。い<つかの巧件を消去してから 
や0直して < ださい。 

用件び一杯です 

• フォルダ内の巧件の合計か、全体の用件数び最大になったため、巧件分割がで 
さません。い<つかの用件を消去してからや0直して<ださい。 

ファイルび壊れていまず 

-還んだファイルのデータび破損しているので、再生や編集びでさません。 

本機でフォーマツトび必要で 
す 

-バソコンで本機をフォーマツトしたため USB 接続で電源を入れよラとしてを、 
動作に必要な管理ファイル作成がでさません。メニューで本機のフォーマッ 
卜をして<ださい。バソコンでフォーマットしないで<ださい。 

処理を継続でさません 

- メモ U —の読み取 D に失敗しました。電池を抜さ差ししてみて<ださい。 

• 必要なデータをバックアップしてからメニューで本機をフォーマットしてく 
ださい。 

• 上記！;(外の墙合は、お宮様ご相談センター（裏表紙)までご連絡ください。 

時計を設定して<ださい 

-時計合わせをしていないと、アラームは言さ定でさません。 

追加/上書を設定び OFF です 

• メニューで追加、上書さ録音設定び rOFF 」 に設定されているので、追加または 
上書を録音びでさません。 

用件びあ0ません 

• 置んだ用件フォルダには1件ち用件び録音されていません。重要マーク、ブッ 
クマークの設定、アラーム再生の設定などの操作びで舌ません。 

既に設定巧みです 

• すでに別の用件で同じ曰時にアラーム再生び設定されています。設定を変更 
してくださし、。 

過去の曰時でず 

• 現在曰時よ0ち前の曰時でアラームを設定しよラとしています。年月曰など 
をラー度確認して、設定し直してください。 


因つたとをは 


が 
















エラー 表示 

原因 

登録びあ0ません 

• アラーム設定を1件ちしていない墙合は、 r アラームー置」は表おでさません。 

アラーム設定を r 新規」で設定して < ださい。 

• ブックマークを登録していない場合にブックマークを消去しよラとしていま 
す。 

ファイルびプ□テクトされて 
います 

-選んだ巧件び r 読み取り専用」になっています。重要マーク、プックマークの設 
定、巧件分割、追加録音、上書さ録音などびでさません。パソコン上で「読み取 
り専用」属性をはずすと、本機で操作できるよラになります。 

• ファイルびプ□テクトされたげ態で消去しよラとしています。 

非対応のデータです 

• 本機で対応していないファイル形式のデータです。 

操作でをません 

• 選んだ用件が MP 3 である場合、重要マーク、ブックマークの設定、用件分割、追 
加録音、上書さ録音などびでさません。 

• 複数のフォルダに同じファイル名の用件びな存されているため、用件移勘び 
でをません。ファイル名を変更して<ださい。 

才ート ( AGO 設定時に有効で 
す 

-メニュー r 録音レベル」び r マニュアル」に設をされています。 VOR 設定、マイ 
ク感度設定などは働さません。 

マニュアル設定時に有効です 

• メニュー r 録音レベル」びけート ( AGC )」 に設定されています。 LIMITER 設定 
は働さません。 

フオルダを切0換えまず 

-じ] で表示されるフォルダに MP 3 ファイルびひとつちない場合、フォルダび表 
おできないため、表示でをるフォルダに切り換えます。 

登録が一杯でず 

-アラーム登録は30件までです。未使用のアラーム設定を阐輸して <ださい。 

故障です 

-何らかの原因でシステムエラーが発生しています。一度電池をはずし、再度入 
れ直してください。それでも動作しない場合は、お客様ごネ目談センター慮表 
紙)までご連糖 < ださい。 
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システム上の制約 

にレコーダーの録音方式では、いくつかのシステム上の制約びあり、;欠のよラな症状び出る場合 
びあります。これらは故障ではありませんので、あらかじめご了承<ださい。 


症げ 

原因/処置 

最大録音時間まで録音でをな 
い。 

• STHQ モード、 ST モード、 STLP モード、 SP モード、 LP モードを混ぜて録音 
すると、最大録音時間は STHQ モードと LP モードの最大録音時間の間になりま 
す。 

• 上記の理由により、実際に録音した時間(カウンター表示)の合計と、「録音可 
能時間」を合計した時間び、最大録音時間よりがなくなる場合びあります。 

用件分割でをない。 

• 1つのフォルダ内で弓弓弓件に達すると、用件は分割でをません。 

• MP 3 ファイルは分割でをません。 

• 巧件の先頭/核端や、またはプックマーク付近では、分割できません。 

MP 3 ファイルを順きに表示で 
をない。 

- Windows 上でエクスプ□—ラを使って、本機に転送した MP 3 ファイルは、 

Windows の制約により転送順にならないことびあります。 

• 順番をそろえたいときは、付属の Diqi ね1 Voice Ed け or を使って居送すること 
をおすすめします。 

A-BU ピート設定びでさない。 

• 一部のにレコーダーでブックマーク設定された巧件を本機に取 D 込むと、 

A-BU ピート設定びでさない場合びあります。ブックマーク設定を解除して ■ 
からご使用ください。 ■ 

英文字びすべて大文字になつ 
てしまラ。 

-エクスプ□ーラで作成したフォルダ名称の文字の組み合わせにぶっては英文 9 

字びずべて大文字になってしまうことがあります。 t 


夏 
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その他 


本機の音声を化の機お 
で録音する 


へツドホン 
ジャックへ 


^ で II 心 


マイクジャツク/ 
ラインジャツクへ' 


編 


テープレコーダー、 
S ニディスクなど 


他の機器で本機の音声を録音する場合は、本 
機のへッドホンジャックと他の機器のマイク 
ジャックちしくはラインジャック（ステレオ 
S ニプラグ)を、別売のソニー製オーディオ 
コード*を使ってつなざます。 
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* お使いになれるオーディオコード(別売) 

ラインインを使って接続するとをは、次のお 
抗なしオーディオコードをお使いください。 



本機側 

接続巧機器側 

RK - G 13 弓 

ステレオ呈ニプラ 

S ニプラグ(モノラ 


グ(お抗なし） 

ル）（抵抗なし） 

RK - G 136 

ステレオ呈ニプラ 

ステレオ S ニプラ 


グ(お抗なし） 

グ(抵抗なし） 





















USB AC アダプター（別 
売)につないでほラ 



USB AC アダプター(別売)を使って、本機と 
家庭巧電源(コンセント)をつないで充電式電 
池を充電でをます。充電をしなびら本機を使 
用することびで去るため、長時間録音をする 
場合などに便利です。 


1本機のち* (USB) 端子に、付属の 
USB ケーブルをつなぐ。 

2 USB ケーブルに別売の USB AC アダ 
プターをつなぐ。 

3 USBAC アダプターをコンセントに 
つなぐ。 

充電中は、「接続中」と電池マークびアニ 
メーシヨン表おされます。電池残量表示 
び r 田皿」になったら巧電完了でず。（充電 
時間：約4時間 4) 

はじめてお使いになる場合や、しばらく 
お使いにならなかった場合は、なるべく 
電池残量表示び 「曲の」 になるまで連続し 
てな電することをお勧めします。電池表 
おび消'なしていたら充電びでさていませ 
ん。15ぺージの手順1からやり直してく 
ださい。 

* 室温で電池残量びおい状態から電池を充 
電したとをの目安です。電池の残量や電池 
の状態などにより、上記の充電時間と異な 
る場合びあります。また、充電池の温度び 京 

低い場合や、データを本機に転送中などを S 

充電時間は長くなります。 
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n ごま意 

• 電池残量、充電表示部び rgiHi または fTOi 
と表示されている場合は充電びできません。 
周囲温度び5む〜35での環境で充電を行って 
ください。 

• 内蔵スピーカーで再生中は充電できません。 

• 録音中健录/再ランプびホに点灯、点滅)やアク 
セス中(録/再ランプびオレンジに点滅し、 
「データベース更新中.. . 」び表示中)は USB AC 
アダプターを抜かないでください。データび 
破損するおそれびあります。また、用件数び多 
いと、 r データベース更新中...」び長時間表示 
されることびあ0ますび、故障ではあ0ません。 
表示び消えるまでお待ちください。 

• US 目 AC アダプター（別売)使用時は、電池残量 
表示は表示されません。 
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ほ用上のごを意 

ノイズについて 

• 録音中や再生中に本機を電な線、堂光灯、携 
帯電話などに近づけすざると、ノイズび入 
ることびありまず。 

• 録音中に本機に手などび当たったり、こ 
すったりすると、雑音び録音されることび 
あります。 

ご使用場所について 

• 運転中のご使用は危険ですのでおやめ<だ 
さい。 

取り扱いについて 

• 落としたり、強いショックを与えたりしな 
いでください。故障の原因になります。 

• 次のよラな場所には置かないでください。 

-温度び非背に高いところ (6 日む切 上)。 

-直射日光のあたる場所や暖房器具の近<。 
-窓を閉め去った自動車巧(特に夏期)。 

-風呂場など湿気のをいところ。 

-ほこりのをいところ。 

万一故障した場合は、内部を開けずにお買い 
上げ店またはソニーサービス窓□にご相談く 
ださい。 



お手入れ 

本体表面び巧れたと去は、水気を含ませた柔 
らかし饰で軽くふいたあと、からぶきします。 
シンナー やベンジン、 アルコール 類は表面の 
仕上げを傷めますので使わないで<ださい。 


保証書とアフターヴービ 
ス 

巧註書 

• この製品には保罰書び添付されていますの 
で、お買い上げの隙お買い上げ店でお受け 
取りください。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめ 
のラえ、大切に保存してください。 

• 保註期間はお買い上げ曰より1年間でず。 

ア フターサー ビス 

調子び悪いとをはまずチェックを 

この説明書をちラー度ご覽になってお調べくだ 
さい。 

それでち具ちの悪いときはサービスへ 

お客様ごネ目談センター、お買い上げ店、または 
添付の「ソニーごネ目談窓□のご案内」にあるお 
近くの ソニーサービス 窓□にご相談ください 。ミ 

保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていた 
だをます。詳し<は保罰書をご覧<ださい。 

保証期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持でをる場合は、ご要 
望により有料修理させていただをます。 
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部品の保有期間について 

当社ではにレコーダーおよび付属の 
Windows ® 巧パソコン接続キットの補修巧性 
能部品(製品の磯能を維持するために必要な 
部品)を、製造打ち切り後6年間保有していま 
す。この部品保有期間を修理巧能な期間とさ 
せていただをます。保有期間び経過した後ち、 
故障箇所によっては修理可能の場合びありま 
すので、お買い上げ店またはサービス窓□に 
ご相談ください。 


をな仕様 


容量(ユーザー使用可能領域） 

ICD - SX 77 :1 GB = 1,022,590夕70 Byte 
に D - SX 67 : 512 MB =507, 346,944 Byte 
本機では、メモ1」一の一部をデータ管理領域とし 
て使巧しているため、ユーザー使用可能領域は一 
般的な容量表示とは異なります。 

最大録音時間* 

24ページ参照 

周ミを数節囲 

STHQ : 80〜20,000 Hz 
ST : 80〜16,500 Hz 
STLP : 80〜7,000 Hz 
SP : 80〜6,000 Hz 
LP : 80〜3,500 Hz 

MP 3 対応ビットレート、サンプリング周波数 

MPEGVer . 1 Layer 3 

ヴンフ U ング周波数： 32,44.1,48 kHz 
ビットレ—卜； 32,40,48, 56,64,80, 96, 

112,128,160,192,224,256,320 kbps , 
VBR 

MPEGVer . 2 Layers 

サンフリング周波数：1ら22.05,24 kHz 
ビットレート： 32,40,48, 56, 64,80,96, 
112,128,144,160 kbps,VBR 
スピーカー 
直径 16 mm 
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入*出力端子 

か部入力(ステレオ S ニジャック） 
プラグインパワー対応 
最ル入カレベル 0.6 mV 
へッドホン(ステレオ S ニジャック） 
負荷インピーダンス、8〜 300 Q 
USB 端子 

High-Speed US 目対応 

再をスピード調節 (DPO 

+200%——75% 

実用最大出力 
150 mW 


電ミ戶 

DC 2.4 V 、 単4形充電式ニッケ j レ水素電池2本 
DC 3.0 V 、 単4おアルカ IJ 乾電池2本 

動作温度 

5に〜巧で 

最大外お寸法 
約 30.8 xi 19.3 xl 4.9 mm 

(幅/高さ/奥行き KJEITA **) 

質量 

約7日曰（アルカ U 乾電池 LR 03 2 本含む） 
( JEITA **) 


付属品 

9ページ参照 

別売アクセサ U — 

アクティブ スピーカー SRS - T 88 

エレクトレツトコンデンサーマイク n ホン 

ECM - C 引0、 ECM - CZ 10、 ECM - TL 1 
オーディオコード RK - G 136/ G 139 
USB 充電 AC 電源アダプター AC - U 50 A 
ニッケル水素電池専用充電器 BCG -34 HRE 


* 連続録音の場合は、途中電池交換び必要にな 
ります。詳しくは乾電池の持続時間 （16 ペー 
ジ)をご確認ください。 

** 電子産業技術協舍 CIEITA ) の測定ちまに基づい 
ています。 

本機の仕様およびが観は、改良のため予告なく蜜 
要することびありますび、ご了承ください。 


そ 

の 

他 
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索引 


数字、記号、アルファベット順 


1件 U ピート再生 . 35 

A - 目 U ピート . 36 

Digital Voice Editor . 49 

インス I ル . 51 


DPC (デジタル-ピッチ- 

コント□-ル) . 35,43,45,73 

EFFECT . 43 


1 _CF (LOW CUT ). 43,44 

LED .43 


LIMITER .43 

LP モード .12,17, 24,43,44, 67, 72 

MP 3 フアイ J レ .55 

SP モード .12,17, 24,43,44, 67, 72 

STHQ モード .......12,17, 24,43,44, 67, 72 

STLP モード .........12,17, 24,43,44, 67, 72 

ST モード .12,17, 24,43,44, 67, 72 


USB AC アダプター .69 

USB 充電 .43 

V-UP .43 

VOR .44 


VOR (自動音声録音スタート） .......... 43,44 
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五十音順 
あ巧 

アフターサービス . 71 

アラーム再生 . 37,47 

イージーサーチ . 43,45 

上書さ録音 . 28,45 

エラー表示 . 65 

お手入れ . 71 

音青 メール . 51 

音量調節 . 10,24,33 

か巧 

外部マイク . 30,47 

各部のなまえ 

表示窓 . 12 

本体(裏面） . 11 

本体(表面) . 10 

乾電池 . 16 

故障かな？と思ったら . 59 

コンセントにつなぐ . 69 






































さ巧 


再生 . 

. 33 

再生スピード調節 


( DPC ). 

.り，35,43,45, 73 

システム上の制約 . 

. 67 

充電式電池 . 

. 8,15 

充電池 . 

. 16 

重要マーク . 

. 41 

修理 . 

. 71 

仕様 . 

. 72 

スタンド . 

. 9 

ソフトウエア . 

. 50,引 

た巧 


追加録音 . 

. 27,45 

デジタルボイスアップ.. 

. 35 

電源の準備 . 

. 15 

電池残量表示 . 

. 12 

時計合わせ . 

. 18 

な巧 


内蔵マイク . 

. 10 

ノイズ . 

. 70 

残り時間表示 . 

. 12 


は巧 


パソコンで聞く . 

.49 

パソコンで編集する ........ 

.49 

パソコンに取り込む ........ 

.4 弓 

ビープ音(確認音） . 

.46 

ぶぶ总 . 

.10 

停止/再生時 . 

.12 

廊曰時 . 

.13 

フオルダ . 

……33,39,40,41 

フオルダの移動 . 

. 41 

ブックマーク . 

........ 1日,12,43,46 

プラグインパワー . 

. 31,73 

分割新規録音 . 

. 2弓 

mm . 

. 40 

ボィスアップ . 

. 11,35,48 

保証書 . 

. 71 

ま巧 


マイク(外部) . 

. 30 

マィク感度 . 

. 13,43,44 

マイク指向性 . 

. 10,24 

マイク（内蔵) . 

. 10 

マ—ュアル録音 . 

. 25 

メニュー 


DPC . 

. 45 

EFFECT . 

. 43,45 

1 _CF (LOW CUT )....... 

. 43 
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LED. 43,46 

LIMITER.43 

USB 充電 .43,48 

V-UP レベル . 43,48 

VOR.44 

アラーム . 43,47 

イージーサーチ . 45 

—見 . 43 

外部入力選択 . 43,47 

再生モード . 43,45 

詳細;/ニュー . 47 

追加/上書さ . 43,45 

使いかた . 42 

時計設定 . 43,47 

バックライト . 43,46 

ビープ . 43,46 

表お切り換え . 43,45 

フォーマット . 43,47 

フォルダ内消去 . 43,46 

ブックマーク消モ . 43,46 

マイク感度 . 44 

用件移動 . 43,46 

録音モード . 43,44 

録音レベル . 43,44 

モニターする . 24 


や巧 

用件の移動 . 41,43,46 

用件の再生 . 33 

用件の消去 . 39 

用件の分割 . 40 

用件の録音 . 22 

用件ま号 . 12,33,4日 

6巧 

レビユー . 23 

連続再生 . 35 

it 胃 . 22 

録音一時停止 . 23,27 

録音巧能時間 . 24 

録音巧能時間表示 . 13 

録音スタンバイ状態 . 25 

録音レベル . 25 


76 










































着作権と商標について 

著作権について 

Copyright 1999,2000,2001,2002, 2003, 

2004,2005, 2006, 2007 Sony Corporation 

• 権利者の許諾を得ることなく、このマニュ 
アルの全部または一部を複製、転巧、送信等 
を行ラことは、著作権法上禁止されており 
ます。 

• あなたび録音したちのは、個人として楽し 
むなどの他は、著作権法上権利者に無断で 
使用できません。 

モジュールについて 

Digital Voice Editor は、！;(下のソフトウエア 

モジュールを使巧しています。 

Microsoft DirectX 

贷2001 Microsoft Corporation . All Right 

Reserved . 

商標について 

• Microsoft 、 Windows . Outlook 、 

DirectX は、米国 Microsoft 〔日 rporation の 
米国およびその他の国における登録商標ま 
たは商標です。 

• Macintosh は Apple Computer Inc の米 
国およびその他の国における登録商標です。 

• Pentium は米国 Intel Corporation の商標 
または登録商標です。 

• Intel Core は Intel Corporation の商標ま 
たは登録商標です。 


• Dragon Sppech、Draaon 
NaturallySpeaking は 、 Nuance 
Communications , Inc の商標または登録 
商標です。 

• 本徽ま Fraunhofer IIS および Thomson の 
MPEG Layer -3 才ーディオコーディング技 
術と特許に基づく許語製品です。 

• Eudora、Eudora Pro は 、 QUALCOMM 
I ncorporated の登録商標です。 

• " Mem 日 rySt に k " (メモ U — スティック）お 
よび^は、ソニー株式会社の商標です。 

• "Memory Stick Du 日"け モリーステ ィッ 

クデュオ）および Memory Stick Duo 

は、 ソニー 株式会社の商標です。 

• "Mem 日 ry Stick PRO Duo ■(メモリース 
ティック PRO デュオ）および 

Memory Stick PRO Dud は、ソニー株式会社 
の商標です。 

• "MagicGate Memory Stick " (マジック 
ゲートメモ U —スティック）は、ソニー株式 
会社の商標です。 

• "LPEC" および L |) E 則ま、ソニー株式会社の 
登録商標です。 

• 本機は、ドルビーラボラト U —ズの米国お 
ぶびが国特許に基づ<許諾製品です。 
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gracenote. 


音楽認識テクノ□ジーおよび関連データは、 
Gracenote ® により提供されます。 
Gracenote は、音楽認識テクノ □ジーおよび 
関連コンテンツ配信の業界標準です。詳細 
については、次の Web サイトをご覧<ださい: 
www . gracenote.com 


Gracenote ® はグレースノー ト社の登録商標 
です。 G 口 cenote の□ゴと□コ標記、および 
「Powered bv Gracenote 」 □コはグレース 
ノート社の商標です。 Gracenote サービス 
の使胤こついては、次の Web ページをご覧く 
たさい: www . aracenote . com/corporate 

その他、本書で登場するシステム名、製品名、 
サービス 名は、一般に各開発 メーカーの 登録 
商標あるいは商標です。なお、本文中では®、 
™ マークは明記していません。 


78 



79 



お巧い合わせ窓口のご案内 

本磯についてご不明な点や技術的なご質問、故障と思われるときのごち談については、下記のお問い 
合わせ先をご利用ください。 

• ホー ムぺ ージで 調べるには一に レコーダー- カスタ マー サポ ートへ 
(http://www.sony.co.jp/ic-rec-support) 

にレコーダーに関する最新ヴポート情報や、よくあるお問い合わせとその回答をご案内ずるホーム 
ページです。 

• 電話* FAX でのお問い合わせは一お客さまご相談センター^"^ S (下記電話- FAX 番号） 

• 本機の商品カテゴ IJ 一は[オーデイオ]-[ウオークマン、にレコーダー]です。 

• お問い合わせの際は、次のことをお知5せ < ださい。 

♦セッ ト本体に関ずるご質問時： 

• 型名：に D - SX 67/ SX 77 • シ U アルナンバ ー :電池ボックス内 

• ご相談内容：できるだけ詳しく • お買い上げ年月日 
♦付属のソフトウエアに関連するご質問時： 

質問の内容によっては、お客さまのシステム環境について質問させていただく場合びあります。 
上記内容に加えて、システム環境を事前に分かる範囲でご確認いただき、お知らせください。 


商 品の修埋、お取扱いち法、お買物相談などの問い合わせ 

• http://www.sony.co.jp/SonyDrive/ 

お客様ご相談センター 

• ナビダイヤ J レ SS 0 已 70-00-33 11 

(全国どこからでち巿内通話輯でご利巧いただけます） 

• 携帯電話- PHS でのご利用は.. 03-5448-331 1 

(ナビダイヤルびご利巧でをなし■'場合はこちらをご利用ください） 

• FAX 046巨-3 1-2 己9己 

受付時間：ち〜金9:00〜20:00 ± .曰-巧曰9:00〜17:00 
お里話は自動音青応答にてお受けしています。 


ソニー株式会せ干108 -007 己東京都港区港南 1-7-1 

この説明書は、古紙70%な上の再生紙と、 

み常靈識!譜 ™ 胃 I 圆 II 圍 1111111111 

Printed in China *289435202* (1) 






